
291290 ◦歴史学習の終わりに

年 記録に残る主な震
しん

災
さい

599 地
じ

震
しん

による被
ひ

害
がい

の日本最古の記述

869 貞
じょう

観
がん

地震が起こり，三
さん

陸
りく

沿岸で津
つ

波
なみ

が発生する

1293 鎌
かま

倉
くら

大地震が起こる

1707 日本で最大級の地震とされる宝
ほう

永
えい

地震が起こる

1854
安
あん

政
せい

東
とう

海
かい

地震・安政南
なん

海
かい

地震が起こり，
津波が発生する

1923 関
かん

東
とう

大震災が起こり，火災による大きな被害が出る

1995
阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

が起こる。
被災地でボランティアが活

かつ
躍
やく

する

2011 東
ひがし

日
に

本
ほん

大震災が起こり，大規模な津波が発生する

2016 熊
くま

本
もと

地震が起こる

2018
北
ほっ

海
かい

道
どう

胆
い

振
ぶり

東部地震が起こり，
北海道全域で停電の被害が出る

2  安政南海地震を伝える石碑に墨を入れる人たち（左：2011年 大阪市）と，
3  三陸沖地震を伝える石碑（右：宮古市）1  記録に残る主な震災

4  女
おな

川
がわ

いのちの石碑の除
じょ

幕
まく

式（2017年 宮
みや

城
ぎ

県女川町）

5   東日本大震災からの復興を祈
き

念
ねん

して東北６県が協力して開
かい

催
さい

する 
「東北絆

きずな

まつり」（2018年 岩
いわ

手
て

県盛
もり

岡
おか

市）
6   熊

くま

本
もと

地震で被
ひ

災
さい

した資料を保
ほ

全
ぜん

する 
「文化財レスキュー」の活動（2016年 熊本市）

東日本大震災で大きな被害を受けた女川町では，2011年に中学校に入学し
た生徒たちが，震災の記録を残す活動の一つとして，石碑を建てる計画を進
めました。この思いに共感した人たちの協力によって，町内の各地で石碑の
設置が進められています。

班の発表例

私たちは，歴史の中で何度も起こり，
近年も繰

く

り返し起こっている
自然災害をテーマに設定しました。

地域の伝統や歴史を未来につなげるために，
さまざまな取り組みがされているんだね。

身近な地域の災害の歴史について調べて，
学校や地域の人たちに伝えていくことは，私たちにもできるね。

SDGsの17の目標の中では，
「11 住み続けられるまちづくりを」との
関連が強いテーマだと考えています。

歴史の中の自然災害
　日本列島は，いくつかのプレートの上に位置するため，火
山活動が活発であることを地理や理科の授業で学習しました。
調べてみると，そうした地理的な条件のもとにある日本では，
昔から地

じ

震
しん

が繰り返し起こっており，大地震を伝える資料も
多く残っているようです。
　特に2011（平

へい

成
せい

23）年３月11日に発生した東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地震による東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

（←ｐ.281）以降は，そうした
資料から過去の震災の記録を調べ，被害の実態や，震災から
の復興の過程を明らかにしようとする研究が進められていま
す。そうした研究の中で，古

こ

文
もん

書
じょ

などとともに注目されてい
るのが，津

つ

波
なみ

による被害などを記した石
せき

碑
ひ

です。石碑からは，
過去に起こった津波の到

とう

達
たつ

点なども知ることができ，今後，
地震が起こった場合に避

ひ

難
なん

する際の目印の一つとなります。
　私たちも，こうした研究や，身近な地

ち

域
いき

にある石碑などか
ら，災害に関する先人の知

ち

恵
え

を学び，防
ぼう

災
さい

・減
げん

災
さい

に役立てて
いくことが大切です。

安
あん
政
せい
南
なん
海
かい
地震と三

さん
陸
りく
沖
おき
地震を伝える石碑

　1854（安政元）年12月23日，駿
する

河
が

湾
わん

から遠
えん

州
しゅう

灘
なだ

沖を震
しん

源
げん

とする安政東
とう

海
かい

地震が起こり，関
かん

東
とう

から近
きん

畿
き

地方に及
およ

ぶ地域
に被害を出し，特に東

とう

海
かい

地方では津波で大きな被害が出まし
た。さらに，この地震から32時間後には，紀

き

伊
い

半島から四
し

国
こく

沖を震源とする安政南海地震が起こり，この地震でも津波
による大きな被害を出しました。
　大

おお

阪
さか

市浪
なに

速
わ

区には，安政南海地震の被害を伝える「大
おお

地
じ

震
しん

両
りょう

川
かわ

口
ぐち

津
つ

浪
なみ

記
き

」が刻まれた石碑が建てられました。石碑には，
「大地震が起こったときは，津波が来ると思って，絶対に船
に乗ってはならない」「家が壊

こわ

れて火
か

災
さい

も発生するため，戸じ
まりや火の用心が肝

かん

要
よう

である」などの震災の教訓のほか，「の
ちの人々のために，文字が読みやすいように，毎年，石碑の
文字に墨

すみ

を入れてほしい」と記されています。現在も，地域
の人々によって，石碑に墨を入れる取り組みが続けられてい
ます。
　また，岩

いわ

手
て

県の三陸地方では，1896（明
めい

治
じ

29）年と1933

（昭
しょう

和
わ

８）年に，三陸沖地震とそれによる津波の被害を受けま
した。宮

みや

古
こ

市の重
おも

茂
え

半島の姉
あね

吉
よし

には，1933年の地震の後，
海
かい

抜
ばつ

50mのところに石碑が建てられました。石碑には「高
き住居は児

じ

孫
そん

の和
わ

楽
らく

　想
おも

へ
（え）

惨
さん

禍
か

の大津波　此
こ

処
こ

より下に家を
建てるな」「明治二十九年にも，昭和八年にも津浪は此処まで
来て部落は全

ぜん

滅
めつ

し、生存者僅
わず

かに前に二人後に四人のみ幾
いく

歳
とせ

経
ふ

るとも要
よう

心
じん

せよ」と刻まれています。2011年の東日本大
震災の際，津波はこの石碑よりも奥

おく

には到達しませんでした。
私たちが伝える災害と復興
　現代も，1995年の阪

はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災（←ｐ.280）や2011
年の東日本大震災などの地震による災害のほか，集中豪

ごう

雨
う

に
よる水害など，自然災害が繰り返し起こっています。災害は，
人々の暮らしに大きな被害をもたらしますが，これまでも日
本では，災害が起こるたびに，人々が協力して乗り越え，地
域の復興を成し遂

と

げてきました。
　私たちには，過去の災害に学んで防災・減災に努めるとと
もに，自分たちが学んだり経験したりしたことを未来の世代
に伝えていくことが求められています。

災
さ い

害
が い

の歴史を学ぶ・伝える
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ハワイのサイザルアサをつくる農園で働く日本からの移住者

宗
しゅう

門
もん

改
あらため

帳
ちょう

（新
にい
潟
がた
県立文

ぶん
書
しょ
館蔵）

江戸時代に，人々がどの寺に属するかを記録するために，寺が作成したも
ので，戸籍の役割も果たしました（←p.119）。

一	

禅
宗
天
樹
寺
旦
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　無
高
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四
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800年以降の人口の移り変わり（国土交通省ほか）
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（1192年）
757万人

（1338年）
818万人

（1603年）
1227万人

（1868年）
3330万人

（1945年）
7199万人

（2000年）
12693万人

（1716～45年）
3128万人

(年)

ブラジルへの移住をよびかけるポスター
　 （海外移住資料館蔵）

今から約8000年前の縄
じょう
文
もん
時代，日本列島の人口はわずか

2万人ほどで，その後，弥
や
生
よい
時代から奈

な
良
ら
時代にかけて，稲

いな

作
さく
の開始や大陸からの渡

と
来
らい
人
じん
などにより，およそ450万人

に増えたと考えられています。
ところで，このように昔の人口を知るためには，どのよう

な方法があるのでしょうか。
現在の日本では，子どもが生まれたり，人々が結

けっ
婚
こん
や離

り
婚
こん

をしたり，死んだりすると，役所に届けを出すことになって
います。こうした近代の戸

こ
籍
せき
制度が始まったのは，1872（明

治5）年のことです。
それ以前の時代のうち，奈良時代から江

え
戸
ど
時代までは，古

こ

文
もん
書
じょ
などが残っています。古文書は，すべての地域や身分を

対象として記されているわけではないため，古文書をもとに
当時の人口を推定します。
さらに時代をさかのぼって，縄文時代から古

こ
墳
ふん
時代の人口

については，現在までに発見された，それぞれの時代の全国
の遺

い
跡
せき
の数などをもとに推定します。

上のグラフを見てみると，日本列島の人口は，江戸時代に
なってからの100年間で倍以上に増加していることが読み
取れます。また，その後，飢

き
饉
きん
や幕
ばく
府
ふ
の政治改革（←p.132）

が続いた18世紀の初めからは人口が停
てい
滞
たい
している，という

こともわかります。
「富

ふ
国
こく
強
きょう
兵
へい
」を目ざした明治時代以降は，工業化や医

い
療
りょう
・

公衆衛生の向上などによって，人口が増加します。しかし，
大
たい
正
しょう
時代になると，人口が過

か
剰
じょう
となり，海外への移住

（←p.198）が積極的に行われるようになりました。
第二次世界大戦によって，一時的に人口は減少しますが，

1970年ごろになると，1億人をこえています。日本の人口
が現在のような規模に達したのは，比

ひ
較
かく
的最近のことだとい

うことがわかります。

その後，アメリカでは排
はい
日
にち
運動が高まり，アメリカ本土や

ハワイへ移住することが難しくなっていきました。そのよう
な状

じょう
況
きょう
のなか，初めてのブラジル移住船「笠

かさ
戸
と
丸
まる
」が神

こう
戸
べ
を

出航したのは，1908年のことでした。当時，奴
ど
隷
れい
制を廃

はい
止
し

したブラジルでは，コーヒー農園などで奴隷に代わる労働力
を求めていました。その両国の利害が一

いっ
致
ち
し，地球の正反対

にあるブラジルへの移住が増加していきました。
移住した日本人は当初，土地をもたない過

か
酷
こく
な契約労働が

主でしたが，しだいに土地を購
こう
入
にゅう
して自営農になる人や，町

へ出て雑貨屋や食堂，旅館などを始める人も増えました。日
本人の働きぶりは高い評価を得て，「ジャポネース・ガラン
チード」（日本人は信用できる）といわれるまでになり，ブラ
ジル社会に定着していきました。

過去の人口を知る方法 北太
たい
平
へい
洋
よう
のほぼ中央部に位置するハワイに，日本人がはじ

めて移住したのは，1868（明治元）年のことです。捕
ほ
鯨
げい
船
せん
の

基地でもあったハワイでは，さとうきびなどを栽
さい
培
ばい
する大農

園（プランテーション）が広がるにつれて，多くの労働力が求
められるようになりました。
中
ちゅう
国
ごく
に加えて，日本からも移住者を受け入れたいという要

よう

請
せい
があり，19世紀の後半には，日本政府が契

けい
約
やく
した人たち

のほか，民間からもハワイに渡
わた
る人たちが増えていきました。

主に山
やま
口
ぐち
県や広

ひろ
島
しま
県，沖

おき
縄
なわ
県などから，７万人近くの人たち

が移住し，1896年にはホノルルに日本人小学校も設立され
ました。
しかし，現地での労働は，想像以上に厳しいものでした。

さとうきび畑では，むちを持った監
かん
督
とく
官
かん
のもとで，炎

えん
天
てん
下
か
の

なか長時間働き，切り倒
たお
したさとうきびは，女性たちが束に

して貨車まで運びました。暑さや厳しい労働に耐
た
えかねて脱

だっ

走
そう
したり，監督官に従わないとして監

かん
獄
ごく
に入れられたりする

人たちもいました。
こうした過

か
酷
こく
な労働条件や，低い賃金の改善を求めて，

人々は，中国やフィリピンなどから移住した人たちとともに，
２度にわたる大きなストライキを起こしました。この動きの
なかで，1万人をこえる労働者が農園から追放されることも
ありましたが，労働条件や賃金はしだいに改善されていきま
した。

ハワイへの移住

日本の歴史と人口の移り変わり

ブラジルへの移住

50年後や100年後の
将来の人口は，
どうなっているかな。
グラフの続きを
予想してみよう。

ハワイでよく見かけるアロハシャツの
デザインは，日本から移住した人たちと
関係があるそうよ。

人口の変化と海外への移民
明
めい

治
じ

時代以降，日本の人口はほぼ一
いっ

貫
かん

して増加してきましたが，近年になって減少に転じました。人口の視点で歴史をみると，私たちは時
代の転

てん
換
かん

点
てん

に立っているといえます。人口の移り変わりには，どのような特
とく

徴
ちょう

や背景があるのか探ってみましょう。

歴史を探
さぐ

ろう

明
めい

治
じ

時代になると，新たな土地や仕事を求めて，多くの日本人が海外へ移住しました。移住した人たちは，日本とは異なる社会や文化のな
かで，どのような暮らしをしていたのでしょうか。移住者の多かったハワイとブラジルを例に探ってみましょう。
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�復興事業で建設された常
と き わ

盤小学校�
〈東京都中

ちゅう
央
おう
区：東京都立中央図書館蔵〉
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ベルリン
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ワルシャワ

ソビエト連邦
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れんぽう
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第二次世界大戦前（1937年）の
ポーランドの領土
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日本領事館の前でビザの発行を求めるユダヤ人たち

�杉原千畝�
（1900～86）

リトアニアとその周辺の国 （々1940年）

　しかし，縮小されたとはいえ，後藤の立てた計画に基
もと

づく
復興事業は，各要所に配置された技術者たちによって実行さ
れます。
　都市における区画整理の実現，舗

ほ

装
そう

された広い街路と緑化，
優れたデザインの橋や運河の整備が進められました。また，
近代的な様式を取り入れた鉄筋コンクリート造りのアパート
や小学校が建設され，小学校の隣

りん

接
せつ

地には，災害時の避
ひ

難
なん

場
所ともなる小公園が設置されました。これらの復興事業によ
る都市機能の整備は，現在の東京のまちの原型となりました。
　こうした関東大震災後の復興事業は，その後，阪

はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災後の復興事業でも参考にされるなど，災害復興の都市
計画のモデルとなりました。

現在につながる復興事業

　杉原は外交官なので，外務省の指示には従わなければなり
ませんが，杉原は，もし自分がビザを発行しなければ，ここ
に集まっている大勢のユダヤ人たちがどうなるか知っていま
した。そして，悩

なや

みぬいた末に，ビザを発行することを決断
しました。それから約1か月の間，杉原は，夜も徹

てっ

してビザ
を書き続けました。そのおかげで，ユダヤ人たちは，シベリ
アを経由して，敦

つる

賀
が

（福
ふく

井
い

県）から日本に入国し，神
こう

戸
べ

や横
よこ

浜
はま

からアメリカなどへ渡りました。こうして約6000人ものユ
ダヤ人の命が救われることになったのです。
　第二次世界大戦が終わって帰国した杉原は，外務省を辞

や

め
るように勧

すす

められました。理由は，カウナスで外務省の指示
に従わなかったからでした。

杉原の決断

　1940（昭
しょう

和
わ

15）年7月，リトアニアの都市カウナスの日本
領
りょう

事
じ

館
かん

前に，何百人もの人々が集まっていました。ドイツに
占
せん

領
りょう

されたポーランド（p.240→）から，命からがら逃
に

げてき
たユダヤ人たちでした。この人たちに残された方法は，シベ
リア鉄道でソ連を横切り，日本に渡

わた

ってアメリカなどへ逃げ
ることでした。そのためには，日本を通過してもよいことを
証明するビザ（査

さ

証
しょう

）が必要でした。
　そこで杉原千畝は，日本の外務省に，日本を通過するため
のビザを発行してよいか問い合わせました。外務省から電報
が来ると，杉原は食い入るように見つめました。そこにはこ
う書かれていました。「ユダヤ人たちは，日本からどこに行
こうとしているのか。その国の入国許可証がないかぎり，ビ
ザを発行してはならない。」杉原は，また電報を打ちました。
「今は，入国許可証はありませんが，日本に着くころまでに
は取れるでしょう。」
　しかし，外務省の返事は同じでした。そのころ日本は，ド
イツ・イタリアと軍事面で互

たが

いに協力する三国同盟
（p.242→）を結ぼうとしていたからでした。

ビザを求める人たち
　1923年９月１日午前11時58分，マグニチュード7.9の
大
おお

地
じ

震
しん

が関東地方を襲
おそ

いました。地震と火災により東京・神
か

奈
な

川
がわ

をはじめとする関東一円は大きな被
ひ

害
がい

を受けました。被
ひ

災
さい

した家屋は約37万戸，焼け出された市民は約340万人と
され，そのうち死者・行

ゆ く え

方不明者は10万人以上に達しまし
た。
　人々が途

と

方
ほう

に暮れるなか，帝都の復興計画にいち早く取り
組んだのが後藤新平です。後藤は，東京市長を務めていたと
きに，東京を細部にわたり調査し，「８億円の東京大改造計
画」を発表しました。大

おお

風
ぶ

呂
ろ

敷
しき

ともいわれたこの案が，その
後の「東京復興」の基

き

盤
ばん

となり，震災復興計画は早期に立案・
実行されました。
　震災翌日，山

やま

本
もと

権
ごん

兵
べ

衛
え

内閣の内
ない

務
む

大臣を引き受けた後藤は，
東京を元に戻

もど

す「復旧」ではなく，新たによりよい都市づく
りをする，東京の「復興」をしていかなければならないと考
えます。
　同年９月29日，帝都復興院総

そう

裁
さい

を兼
けん

任
にん

し，復興のための
基本方針として，①遷

せん

都
と

はしない，②復興費は30億円，③

関東大震災と後藤新平

欧
おう

米
べい

最新式の都市計画を採用する，④新都市計画実
じっ

施
し

のため
に地

じ

主
ぬし

に断固たる態度をとる，という４原則を策定し，早期
に発表することで人々に希望を与

あた

えました。こうした方針を
もとに，焼けた土地を買い上げ，広く大きな道路や公園をつ
くることで防災・防火に優

すぐ

れた都市づくりを目ざします。
　その後，歳

さい

入
にゅう

が減少するなかで復興院の予算は大
おお

幅
はば

に削
さく

減
げん

され，山本内閣の総辞職を受けて，後藤は復興計画の途
と

中
ちゅう

で
内閣を去ることとなりました。

震災復興の構想を練る後藤新平

後
ご

藤
と う

新
し ん

平
ぺ い

と杉
す ぎ

原
は ら

千
ち

畝
う ね

1923（大
たい

正
しょう

12）年に起こった関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

により，当時の東
とう

京
きょう

市
し

では，市の面積の約44%が焼
しょう

失
しつ

しました。そのような大災害から，当時帝
てい

都
と

とよばれた東京はどのように立ち直り，発展していったのでしょうか。東京の復興計画を立案した後藤新平に注目して，現在につながる
都市づくりについて探ってみましょう。

第二次世界大戦中，ヨーロッパのリトアニアという国で外交官を務めていた杉原千畝は，後藤新平らが創立した日
にち

露
ろ

協会学校で学んだ人物
です。後にリトアニアの切手には，杉原の肖

しょう
像
ぞう

が使われました。また，イスラエルには杉原の顕
けん

彰
しょう

碑
ひ

が建てられ，イスラエル政府から勲
くん

章
しょう

も授
じゅ

与
よ

されています。杉原が，なぜこのように外国から慕
した

われたのか，大戦中の行動から探ってみましょう。

歴史を探
さぐ

ろう
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１.持続可能な未来

17の目標は，持続可能な未
来をつくるための視点です。
それぞれの目標について理解
を深めると同時に，それぞれ
がどのように関連しているか
を考えることも大切です。

1   SDGsの17の目標

2 「文化」，「移民」，「ICT」など，SDGsの17の目標には定められていないものの，重視されるべきテーマもあります。こうした「その他」の目標にも着目して，自分にとっての「18番目の目標」を探してみることも大切です。

1 持続可能な未来の構築をになう人になるための活動や学習を，「ESD：持続可能な開発のための教育」（Education  for Sustainable Development）といいます。ESDでは，一人一人が自分の生き方や考え方の広がりや深まりを自覚し，未来に向けて大切にしたい見方や考え方を学んでいくことを大切にしています。

　人や地球環
かん

境
きょう

が犠
ぎ

牲
せい

になることなく作られた製品を購
こう

入
にゅう

することであり，生産者の顔や背景が見える消費のあり方です。貧
ひん

困
こん

，人権，気候変動といった国際社会の三つの緊
きん

急
きゅう

の課題を，同時に解決するための一つの有効な手段であるとも言えます。エシカル消費は毎日の買い物を通じて取り組めるので，誰
だれ

もが今日から始められる社会貢
こう

献
けん

活動です。

エシカル消費とは

エシカル消費を広げる活動に取り組んでいる末
すえ

吉
よし

里
り

花
か

さん

四つの視点とは

ふり返りのイメージ図

『私の提案』作成ナビ

『私の提案』作成ナビ

持続可能な未来をつくるために，まずは，「個人と個人」あるいは「個人と社会」のつながりを考えてみましょう（①）。次に，このつながりをつづける方法を探してみましょう（②）。そのために，「個人と個人」あるいは「個人と社会」のつりあいを大切にしましょう（③）。そして，これらの①～③の土台となる，つつみこみを意識してみましょう（④）。

◦�他者の作品からの学びをふまえた，自分自身の学びの広がりや深まり

◦作品の発表，インタビュー

◦�作品をつくる前の「持続可能な未来」に対するイメージ

◦�作品の作成中に「永く続く問い」への回答を考察

　私の提案「自分を変える，社会を変える」を作成する前・中・後のプロセスを振り返りながら，自分自身の生き方や考え方の広がりや深まりをとらえることも大切です。
　振り返りの例として，「起・承・転・結」による方法とポイントを示します。

起：作品をつくる前のイメージを高めます。
承：作品を作成していく中で，「永く続く問い」への答えを考えます。転：作成した作品を声に出して発表したり，お互いにインタビューをしたりします。

結：作品の作成や発表，インタビューなどの活動を終えた後，自分自身の生き方や考え方を再認
にん
識
しき
します。

1

2

［永く続く問い］「持続可能な未来のために大切にするべき見方や考え方とは何か」・「自分にとっての持続可能な未来とは何か」
［ゴール］「SDGsを入り口にして，地球の持続可能性を妨

さまた
げる課題を考え，自分自身の生き方や考え方の広がりや深まりを理解する」

結

転

起

承

SDGs（持続可能な開発目標）は，17 の目標と169 のターゲットから構成されています。「地球上の誰
だれ

一人として取り残さない」ことをスローガンに，先進国も発展途
と

上
じょう

国
こく

も，すべての国が取り組むべき普
ふ

遍
へん

的なものとされています。SDGs のD にあたる「開発」（Development）には，経済発展だけではなく，人間的発展も含まれています。それは，物質的な豊かさだけでなく，精神的な豊かさを追求していくことも大切になるということです。例えば，持続可能な未来を目ざしていくときに，注目されている考え方の一つに，「エシカル消費」があります。これは，毎日の暮らしの中で，誰
だれ

によって，どこで，どのように作られているのかがわかる製品を購
こう

入
にゅう

し，消費しようという考え方で，フェアトレードはその代表的な例です。このように「開発」という言葉には，「持続可能な未来」を考えていく際の大切なヒントが含まれています。
　次のページからは，これまで積み重ねてきた社会科の学習の集大成として，持続可能な未来に向けた作品・私の提案「自分を変える，社会を変える」を作成していきましょう。

1

2

SDGsの意義

関連 小学校  ／ 地理  ／ 歴史  ／ 他教科  

私たちは，これまでの公民の学習を通して「現代社会」，「政治」，「経済」，「国際社会」のしくみや現状などについて学んできました。その中で，グローバルな視点（地球規模）とローカルな視点（地域）の両方から，持続可能性を妨
さまた

げるさまざまな課題と向き合ってきました。こうした課題を認
にん

識
しき

し，公民の学習だけでなく，小学校での学習や地理や歴史の学習，他教科での学習，さらに毎日の暮らしのなかで経験してきたことなどをふまえながら，課題の解決に向けて行動する，持続可能な未来のにない手を目ざしていきましょう。私たちが目ざす持続可能な未来を，次の四つの視点から考えていくことができます。①「つながる」ことを大切にする未来
②「つづける」ことができる未来
③「つりあう」ことで構築される公正な未来④「つつみこむ」ことでさまざまな他者を認める未来こうした視点を意識しながら，自分自身と社会をどのように変えていったらよいのか，自分なりに考えていくことが大切です。

1

持続可能な
未来とは

SDGs 1 〜 17

p.259

p.212

ともに変化の
にない手に
なりましょう。
Be the change!

持続可能な未来と私たち  ▶持続可能な未来を築いていくために

1
持続可能な未来をつくるために，私たちに必要なことはどのようなことでしょうか。

学習課題

持
続
可
能
な
未
来
の
社
会
へ

節
1

未
来
の
社
会
に
希
望
を
つ
な
ぐ
た
め
、

今
こ
こ
か
ら
私
た
ち
は
何
を
始
め
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

Ⅲ　地理の学習を
始めるにあたって

地理の学習を始め
るにあたって　Ⅳ

【地理的分野】

【歴史的分野】

※１・２年生で学
習します。

◦地
ち

域
いき

構成

…世界の地域構成
，

　日本の地域構成

◦世界のさまざま
な地域

…生活と環
かん

境
きょう

，宗教，世界の諸
地域

◦日本のさまざま
な地域

…�地域調査，自然
環境，人口，資

し

源
げん

・エネルギーと産
業，

交通・通信，日本
の諸地域，地域の

あり方

あなたは，SDGs
を知っていますか

。SDGsとは，20
15年に

国連で採
さい

択
たく

された，2030年ま
でに国連全加

か

盟
めい

国が達成するた

めに掲
かか

げた目標のことで
す（Sustainable

�Development
�

Goals：持続可能
な開発目標）。人間

，地球そして繁
はん

栄
えい

のため

の行動計画として
，次に示した17の

目標などで構成さ
れてい

ます。地理的分野
では，「第２編�世界

のさまざまな地域
」の「第

２章�世界の諸地域
」において，六つ

の各州で地球的課
題を取

り上げます。取り
上げられた地球的

課題が，SDGsに
示された

17の目標の中の何
と関係するか，考

えていきましょう
。

地球的課題とSD
Gs

◆小学校の社会科
の学習は，学年ご

とに進ん

でいきましたが，
中学校の社会科の

学習は，

大きく三分野に分
かれて授業が進め

られてい

くことになります
。「地理的分野」，

「歴史的

分野」，「公民的分
野」がその三つで

す。

◆地理的分野の学
習では，次のよう

なことに気をつけ
て学習を進めてい

きましょう。

2

3

中学校の社会科の
学習を知ろう

地理的な見方・考
え方

次に，各分野の主
な内容を示しま

した。各分野につ
いて，小学校の

社会科で使ってき
たような，「地

理的な見方・考え
方」，「歴史的な

見方・考え方」，「
現代社会の見

方・考え方（公民）
」を各分野で働

かせて学習を進め
ていきます。

「地理的分野」と

「歴史的分野」を

学習した後に，

３年生で
「公民的分野」の

学習をします。

「どこに位置して
いるか」

「どのように広が
っているか」

★位置や広がり（
分布）

「そこは，他の場
所とどのよ

うな関係をもって
いるのか」

「なぜ，そのよう
な結びつき

をしているのか」

★結びつき

「そこで生活する
ことは，まわりの

自然環境からどの
ような

影
えい
響
きょう

を受けているか」「
そこで生活するこ

とは，まわりの自
然

環境にどのような
影響を与

あた
えているか」

★自然環境との関
わり

「その地域は，ど
のような特

とく
徴
ちょう

があるのか」，

「この地域と他の
地域ではどこが異

なっているのか」

「どのような地域
にすべきか」

★地域

「どのような場所
なのか」

★場所

【中学校の社会科
各分野の主な学習

内容】

18歳
さ い

へ…

※１～３年生で学
習します。

◦歴史との対話

…年代の表し方，
時代区分，

　資料の読み取り
，技能

◦古代までの日本

…人類のおこり～
12世紀ごろの歴史

◦中世の日本

…12世紀ごろ～1
6世紀ごろの歴史

◦近世の日本

…16世紀～19世
紀前半の歴史

◦近代の日本と世
界

…19世紀ごろ～2
0世紀前半の歴史

◦現代の日本と世
界

…第二次世界大戦
後～20世紀末ご

ろの歴史

【公民的分野】

よりよい社会を目
ざして（中学校社

会科のまとめ）

※３年生で学習し
ます。

◦現代社会…現代
社会の特

とく

徴
ちょう

，伝統と文化，社
会とルール

◦政治…人権・日
本国憲法，平和主

義，国の政治，司
法権，地方自治

◦経
けい

済
ざい

…消費者，生産の
しくみ，金

きん

融
ゆう

と財政，労働と社
会保障，日本の経

済の課題

◦国際社会…主権
国家，国際社会の

しくみ，国際社会
のかかえる課題

政治や経済，

国際関係など，

現代の社会の

しくみについて，

広く学習します。

日本と世界に
ついて，

さまざまな面から

学習します。

日本の歴史の

各時代について，

その時代の世界の
動き

にも注意しながら

学習します。
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　これまでの歴史学習，なかでも「第７章　現代
の日本と世界」や，地理の学習から，私たちが生

きる現代

社会には，市町村など身近な地
ち

域
いき

の規
き

模
ぼ

・日本という国の規模・国際関係や環境問題など
世界の規模で，さ

まざまな課題が残されていることを学びました。
私たちは，歴史の流れをふまえて，こうした課題

をどのよ

うにとらえることができるでしょうか。歴史に学
ぶことで，私たちにも取り組めることが見つかる

かもしれ

ません。個人や班で，現代社会の課題を一つ選ん
で考察し，よりよい未来を開くためにはどのよう

なことが

考えられるか，学級で話し合って構想してみまし
ょう。

　私たちはこれまで，さまざまな資料を読み解き
，東アジアなど日本と関わりの深い世界の歴史も

学びなが

ら，日本の歴史の大きな流れを学んできました。
また，学習の中では，時期や推

すい

移
い

，比
ひ

較
かく

や関連など，歴史

的な見方・考え方を活用して，それぞれの時代の
特色や，時代の転

てん

換
かん

もとらえてきました。

　ここでは，歴史の学習を振り返りながら，これ
からの私たちの学びや生活に，歴史での学びをど

のように

生かしていくことができるか，考えてみましょう
。

　上の図は，国際連合が，2030年までに達成すべきものと

して提案した「SDGs（Sustainable Development Goals：

持続可能な開発目標）」というものです。人間の安全保障の理

念を反映した17の目標と169のターゲットで構成され，すべ

ての国が行動することとされ，また「誰
だれ

一人取り残さない」こ

とを誓
ちか

っています。17の目標は，人間（目標１～６），豊かさ（目

標７～11），地球（目標12～15），平和（目標16），パートナ

ーシップ（目標17）という五つの要素から成り立っています。

　こうしたSDGsの目標もヒントとし，持続可能な未来の実

現にむけて，私たちにできることについて考えてみましょう。

SDGsの17の目標

現代の課題について，歴史の流れをふまえて考えて
みよう

〜歴史を振り返って，未来を構
こ う

想
そ う

しよう
歴史学習の終わりに

現代社会の課題について
考える際には，下の
「SDGsの17の目標」の
考え方も参考になります。

歴史

地理

地理

公民

公民
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固定電話
携帯電話（含PHS）
スマートフォン
パソコン
インターネット

1 インターネットを通じて，不特定多数の利
用者が，情報を相

そう

互
ご

に発信・受信することがで
きるメディアのことです。

5   被災者に炊
た

き出しを行うボランティアの人たち（1995年 兵
ひょう

庫
ご

県神
こう

戸
べ

市）

近年の日本で起こった自然災害に
ついて確かめよう。

インターネットの普及が，人々の
生活に与

あた

えた影
えい

響
きょう

について説明し
よう。

表現

確認

日本のアニメや漫
まん

画
が

などの文化を広く紹
しょう

介
かい

するイベ
ントとして開かれています。

8   フランスで開
かい

催
さい

されたジャパン・エキスポ 
（2016年）

7   日本でのインターネットと情報通信機器の 
普
ふ

及
きゅう

率の推移（総務省「情報通信白書」）

4   会談後に記者会見を行うドイツの 
メルケル首

しゅ

相
しょう

（左）と安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

首相（2018年）

3   民
みん

主
しゅ

党
とう

への政権交代を報じる新聞（2009年）

私たちは，災害とどのように
向き合っていけばよいのかな。

6   被災地で救
きゅう

援
えん

活動を行う自
じ

衛
えい

隊
たい

員や 
他県から駆

か

けつけた警察職員（2016年 熊
くま

本
もと

県益
まし

城
き

町）

1   東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の被
ひ

災
さい

地
ち

で進められる工事（2017年 岩
いわ

手
て

県陸
りく

前
ぜん

高
たか

田
た

市）

津
つ

波
なみ

によるがれきが撤
てっ

去
きょ

され，防
ぼう

潮
ちょう

堤
てい

の建設や，土地のかさ上げ造成工事が進められています。

2   事故が起こった福
ふく

島
しま

第一原
げん

子
し

力
りょく

発電所（2011年）

現在も廃
はい

炉
ろ

にむけた作業が進められています。

2008年，アメリカの証券会社の破産をきっか

けに世界金融危機が起こり，日本の経済にも大

きな衝
しょう

撃
げき

を与
あた

えました。こうしたなか，2009年に民
みん

主
しゅ

党
とう

が総選

挙で勝利して政権交代が起こり，鳩
はと

山
やま

由
ゆ

紀
き

夫
お

を首
しゅ

相
しょう

とする民主党

連立政権が成立しました。しかし，民主党政権は沖
おき

縄
なわ

の米
べい

軍
ぐん

基地

移設問題や東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

への対応などで迷
めい

走
そう

し，2012年の総選

挙で，政権は再び自
じ

民
みん

党
とう

に戻
もど

り，安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

内閣が成立しました。

　安倍内閣は景気回復を図
はか

り，経済の成長戦略を柱とする政策を

進めています。一方で，社会保障費の増大に対応するため，消費

税率の引き上げを実
じっ

施
し

しました。それでも赤字が拡大してきた財

政の健全化には，長い時間がかかると予想されています。また，

安全保障に関する情報の漏
ろう

えいを防止する特定秘密保護法や，集

団的自衛権の行使を認める安全保障法制を成立させました。

1995年１月，兵
ひょう

庫
ご

県南部を中心に発生した大
おお

地
じ

震
しん

は，死者6400人をこえる大きな被
ひ

害
がい

をも

たらしました（阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

）。３月には，宗教団体によって

東
とう

京
きょう

の地下鉄に猛
もう

毒
どく

のサリンがまかれる事件が起こり，社会に衝

3

4

世界金
き ん

融
ゆ う

危機と
新しい政治の動き

災害と向き合う

撃と不安を与えました。また，2011年３月，東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖

地震（東日本大震災）が発生し，地震と津
つ

波
なみ

により，死者・行
ゆ く え

方不

明者が約１万9000人という戦後最大の被害をもたらしました。

震災の際に，福
ふく

島
しま

第一原
げん

子
し

力
りょく

発電所で深刻な事故が発生し，大量

の放
ほう

射
しゃ

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

が外部に漏
も

れ出しました。震災からの復興が進めら

れていますが，この事故により避
ひ

難
なん

を強
し

いられた周辺住民の中に

は，現在も帰
き

還
かん

することができない人が多数いるなど，人々の生

活に深刻な影
えい

響
きょう

を及
およ

ぼしています。この事故は，今後のエネルギ

ー政策に改めて課題を投げかけるものとなりました。

　その後も，熊
くま

本
もと

・大
おお

分
いた

や北
ほっ

海
かい

道
どう

など各地で大きな地震が起こり，

西日本を中心とした集中豪
ごう

雨
う

も発生するなど，自然災害が繰
く

り返

され，地域の復興と，今後の災害対策が求められています。

1990年代にパソコンが普及し，インターネッ

トの利用が広まると，人々は，国境を越
こ

えて瞬
しゅん

時
じ

に，文字・音声・画像など大量の情報を双
そう

方
ほう

向
こう

的にやり取りで

きるようになりました。さらに携
けい

帯
たい

電話やスマートフォンが普及

した近年では，ソーシャルメディアの利用が広まり，日本でも世

界でも，人々の生活は大きく変わりつつあります。

　現代日本の文化も，広く世界に発信され，影響を与えるように

なりました。村
むら

上
かみ

春
はる

樹
き

の小説は，世界各国で翻
ほん

訳
やく

されて多くのフ

ァンを獲
かく

得
とく

しています。また，マンガやアニメ，ゲームなどのポ

ップカルチャーは海外でも人気で，宮
みや

崎
ざき

駿
はやお

のアニメ作品は国際的

な映画賞を受賞するなど高い評価を得ています。

5 6

2

1

7

1

8

インターネットの
普
ふ

及
きゅう

と文化

私たちの生きる時代へ  ▶21世紀の日本11
私たちの生きる21世紀の日本は，どのような変化の中にあるのでしょうか。学習課題

世紀▶ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｃ

縄文 古墳 平安飛鳥 南北朝 戦国 明
治 昭和大
正奈良 鎌倉 江戸 平成室町弥生 安土

桃山

歴史_280_281.indd   すべてのページ 2020/03/25   16:05

歴史的な視点で，過去の
長期間にお ける人口 の
変化を扱い，その中で，
明治時代 の 移民政策を
取り上げています。

関東大震災による被害
や，そこからの 復興を
扱い，その中で，行政
の役割や，人物の働き
を取り上げています。

▲ 地理 p.160, 164

▲ 公民 p.174, 218

◀︎ 歴史 p.280-281

▲ 歴史 p.238▲ 歴史 p.202-203

学びを広げる・つなげる・深める 
ための紙面・内容の工夫

３分野の学びを関連させ，社会をより深く理解することができる内容・構成
社会科学習のゴールである公民を見据え，現代社会につながる歴史的事象や課題の扱いを充実させました。カリキュラム・
マネジメントの観点から，教科「社会科」として生徒の資質・能力の育成に取り組めるよう工夫しました。

3特色 1

特色 3  − 1  のポイント：カリキュラム・マネジメント／SDGs／人口／防災

SDGsでつながる3分野の学び
社会科の目標である，公民的資質の育成を見据えて，地理・歴史・公民の3分野でSDGs(持続可能な開発目標)の視点
を取り上げました。歴史学習の最後に位置づけた，現在と未来について考察・構想し表現する活動において，SDGs
の17の目標を示すことで，歴史で学んだことを現代の視点から捉えなおして学習を深めるとともに，公民の学習へ
と接続していけるよう工夫しました。ここでは現代社会の課題の例として，自然災害の記録の継承や，地域の復興に
取り組む人たちを取り上げました。

▲ 歴史 p.289-291

▲ 公民 p.227-234地理 p.Ⅳ ▶︎

good

現代社会の課題でつながる３分野の学び
公民としての資質・能力の育成の観点から，現代社会の諸課題についての取り扱いを充実させました。たとえば歴史
の p.202～203では明治時代の移民政策から「人口・移民」を，p.238では関東大震災から「震災・復興」を取り上
げ，現代史 (p.276～283) の学習へとつなげています。これらの内容について，「地理」では世界や日本の人口分布
の偏りや，地震のメカニズムや発生地の分布を取り上げ，「公民」では人口減少や少子高齢化の問題や，自然災害と資
源・エネルギーとの関わりを取り上げています。「地理」・「公民」での学びと合わせて，生徒が，自分たちが生きる
社会について多面的・多角的に考察し，深く理解することができます。
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１節　私たちと歴史

A  鑑
がん

真
じん

E  銀
ぎん

閣
かく

B  織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

F  姫
ひめ

路
じ

城
じょう

C  近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

G  八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

D  福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

H  太陽の塔

歴史学習のはじめに，す
ごろくを使って，小学校

での学習を振
ふ

り返ってみましょう。

歴史すごろくには，小学校
の学習で登場した人物や文

化財が登場しています。ど
のような人物や文化財が並

なら

んでいるか，小学校での学
習を思い出しながら，すご

ろくのマスをたどって確か
めてみましょう。

歴史すごろくには，未完成
のマスがあります。11と17には人物が， 8と22には建造物がそれぞれ入り

ます。

下の写真から，それぞれの
マスに入るものを選んで，

すごろくを完成させましょ
う。

11と17のマスには，それぞれどの
人物があてはまるでしょう

か。A～Dの４人の人物から選びまし
ょう。

8と22のマスには，それぞれどの
建造物があてはまるでしょ

うか。 E～Hの４枚の写真から選びまし
ょう。

私が日本を訪れたころ，日
本

は仏教など大陸の文化を盛
さか

ん

に取り入れていました。

私が活
かつ

躍
やく

した時代，日本では，

戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

たちが各地で戦いを

繰
く
り広げていました。

私が人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る
璃
り
の脚

きゃく

本
ほん

を書い

たころ，大
おお

阪
さか

や京
きょう

都
と
など大都

市の町
ちょう

人
にん

が文化を担
にな

いました。

私が日本に西洋の思想を伝
え

たのは，江戸時代から明治
時

代への，歴史の転
てん

換
かん

期
き
でした。

歴史すごろくにチャレンジ
しよう

1

2

◦第１章　歴史のとらえ方・調べ方2

【 

ス
タ
ー
ト 

】

【 

ゴ
ー
ル 

】

狩
か

りや漁，採集で得た食料は，
土器を使って調理しました。

1  縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の女王となり，争い
をしずめました。

2  卑
ひ

弥
み

呼
こ

聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

は，仏教の力で国を
守ろうと考えました。

4  東大寺の大仏

中国に留学し，水
すい

墨
ぼく

画
が

の名作
を残しました。

9  雪
せっ

舟
しゅう

スペインから日本に訪
おとず

れ，キ
リスト教を伝えました。

10  ザビエル

中
ちゅう

国
ごく

や朝
ちょう

鮮
せん

と貿易を行い，京
きょう

都
と

の北
きた

山
やま

に金
きん

閣
かく

を建てました。

7  足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

初代の内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

に任命さ
れました。

19  伊藤博文

小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

ら遣
けん

隋
ずい

使
し

を送り，仏
ぶっ

教
きょう

を学びました。
➡ 4東

とう

大
だい

寺
じ

の大仏に進む。

3  聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

貴
き

族
ぞく

社会を描
えが

いた物語『源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

』を著
あらわ

しました。
➡ 9雪

せっ

舟
しゅう

に進む。

5  紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

を開いて，徳川氏の
全国支配を確立しました。
➡ひと安心して，１回休み。

13  徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

を主導し，自
じ

由
ゆう

党
とう

を設立しました。
➡思想家に学ぶ。17にもどる。

18  板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

フランスの技術を取り入れ，
大量の生

き

糸
いと

を生産しました。
➡21東

とう

京
きょう

タワーに進む。

20  富
とみ

岡
おか

製
せい

糸
し

場
じょう

ラジオとテレビの電
でん

波
ぱ

塔
とう

とし
て建てられました。写真は建
築中のものです。

21  東京タワー

歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

の浮世絵は，ヨーロ
ッパでも高く評価されました。
➡10ザビエルにもどる。

14  浮
うき

世
よ

絵
え

伊能忠敬は，全国を測量して，
正確な日本地図を作りました。
➡測量の旅へ。11にもどる。

15  伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

の地図

大
だい

日
にっ

本
ぽん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

や教
きょう

育
いく

勅
ちょく

語
ご

を定めました。
➡19伊

い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

に進む。

16  明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

武
ぶ

士
し

が，政治でも力をもつよ
うになりました。
➡源

げん

氏
じ

に敗れて，一回休み。

6  平
たいらの

清
きよ

盛
もり

8  ？？？

足
あし

利
かが

義
よし

政
まさ

が，京都の東
ひがし

山
やま

に建
てました。

ここに入る建造物は何
でしょうか。
Q

17  ？？？

？

『学問のすゝめ』を著し，人々
に影

えい

響
きょう

を与
あた

えました。
ここに入る人物はだれ

でしょうか。
Q

22  ？？？

岡
おか

本
もと

太
た

郎
ろう

が，大
おお

阪
さか

万
ばん

博
ぱく

のシン
ボルとして制作しました。

ここに入る建造物は何
でしょうか。
Q

11  ？？？

？

武力で天下統一を目ざし，安
あ

土
づち

城
じょう

を建てました。
ここに入る人物はだれで

しょうか。
Q

12  豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

検
けん

地
ち

・刀
かたな

狩
がり

を行い，天下統一を
推
すい

進
しん

しました。
➡もう１度さいころを振

ふ

る。

？

？
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71 節　私たちと歴史

教育出版『小学社会　６』より

　中学校の歴史学習では，さまざまな資料を読み解き，東アジアなど日本と関わりの深い世界の歴史も学び

ながら，それぞれの時代の特色をとらえていきます。そして，時代の特色がどのように移り変わったのかに

注目することで，日本の歴史の大きな流れを学んでいきます。小学校の学習で身につけた「社会科の見方・

考え方」を活用したり，さらに発
はっ

展
てん

させたりして，中学校の歴史学習をより深めていきましょう。

◆時期や推
すい
移
い
…・いつ(どの時期)のできごとだろう。

	 ・前の時代から，どのように変化・発展したのだろう。
◆比

ひ
較
かく
…………・ＡとＢを比べると，どのような共通点や違

ちが
いがあるだろう。

	 ・その共通点や違いから，どのような特色があるといえるだろう。
◆関連…………・できごとが起こった原因や，社会的な背

はい
景
けい
は何だろう。

	 ・できごとの結果や，社会への影
えい
響
きょう
はどのようなものだったのだろう。

	 ・そのできごとと，ほかのできごととはどのような関係があるだろう。

歴史学習での見方・考え方の例

にアプローチ ～歴史の見方・考え方と学習の進め方史歴

歴史は，
小学６年生の
ときに，
学習したね。

関連づける

比べる

時期や変化

これまでに使った見方や考え方を，
6年生の学習でも生かしていこう。社会科の見方や考え方

場所や広がり

くふうや関わり

総合する

●ノートを使って学習を深めよう。
・ノートを見せ合いながら，意見を交換

かん

する。
・ノートを見直して，これまでの学習をつなげて考える。

学習した
日付

学習問題や，
その時間の
問い

資料などを
はる

●考えを整理しやすい書き方のくふうを
自分で見つけていこう。

ノートで「学びのあしあと」を残そう

国会のはたらき

調べてわかったこと

まとめ

今日の学習のふり返り

○月□日（◇曜日）

学習問題：国会には，

どのような役
やく

割
わり

が

あるのだろう。

話し合いで出た意見を
ふき出しで書いてみたよ。

ゆうまさんのノート

自分の
考え

友だちの
考え

今日の学習で
・考えたこと
・見つけたこと
・気になること
・よいと思った
友だちの考え
などを書こう。などを書こう。

江
え

戸
ど

時代に新しい文化が
生まれたことと，街

かい

道
ど う

などの
交通が発達したことには，
どのような関係があるのだろう。

鉄
てっ

砲
ぽ う

は，いつ，日本に伝わり，
戦
いくさ

に使われるようになったのかな。

都の貴
き

族
ぞ く

の服
ふ く

装
そ う

は，平安時代に
なると，どのように変わったかな。

前
ぜん

方
ぽ う

後
こ う

円
え ん

墳
ふ ん

が残っている場所は，
どのあたりに集中しているかな。

弥
や よ い

生時代の人々は，どんなくふうを
して米づくりをしていたのだろう。

平和や環
かん

境
きょう

を守るために，
世界の人々はどのような
協力をしているのかな。

豊
とよ

臣
と み

秀
ひ で

吉
よ し

が，検
けん

地
ち

をしたり刀
かたな

狩
が り

を
したりしたことなどをまとめると，
どういうことがいえるかな。

大
だいにっぽん（だいにほん）ていこくけんぽう

日本帝国憲法と
日本国憲法を比べると，
どんなちがいがあるかな。

3

中学校では，
どのように
学習を進めて
いくのかな。

次のページで，
中学校での
歴史学習の
ポイントについて，
もう少し詳

くわ

しく
紹
しょう

介
かい

します。

小学校の学習で活用した「社会科の見方・考え方」と「学習の進め方」

社会科の
学習の進め方

6年生の1年間
だけでなく，
中学校での学習にも
つなげていきたいな。

暮らしをよりよいものに
していくうえでの課題を
見つけ，その解決に向けて
学び続けていきたいな。

• 自分たちの暮らしの
あり方を見直そう。

• 地
ち

域
い き

や社会に見られる
課題の解決に向けた
行動につなげよう。

このページを参考にして，
６年生の社会科の
学習を進めていこう。
「つかむ」「調べる」
「まとめる」「つなげる」を
くり返していくよ。

予想して，学習計画を立てよう
• 学習問題について予想しよう。
• 予想をもとにして，調べることや

調べ方の見通しを立てよう。

学習問題をつくろう
• みんながそれぞれ疑問に思ったことや　

知りたいことを整理してつくろう。

つかむ
学習問題を
つくろう

予想して，
学習計画を立てよう

？

わたしたちが選挙で
投票できるようになる
18才まで，あと何年だろう？

次の
学習や暮

く

らしに

わたしたちの暮
く
らしと日

に
本
ほん
国
こく
憲
けん
法
ぽう
は，

どのようにつながっているのだろう。
にっぽんこく

4

学習したことを生かして，
日本や世界のこれからに
ついて考えてみよう。

学習問題の
解決に向けて調べよう

• 問題の解決につながる資料を
集めよう。

• 資料を読み取り，整理しよう。
• 予想と照らし合わせながら調べよう。
• 問題の解決につながるキーワードを見つけよう。

• 最初につくった学習問題を
確かめよう。

• キーワードを確かめよう。
• わかったことを整理しよう。
• 学習問題に対する自分の考えを

表現しよう。
• みんなで，たがいの考えを交流しよう。

学習をまとめよう

みんなで話し合って学習問題をつくることができたかな。
予想をもとにして学習計画を立てることができたかな。
予想と照らし合わせながら調べていくことができたかな。
最初につくった学習問題を解決することができたかな。

学習の進め方をふり返ろう

調べる
学習問題の解決に
向けて調べよう

まとめる
学習を
まとめよう

学習したことの
中から，
自分が大切だと
考えたことを
選んでみよう。

選
せ ん

択
た く

判
は ん

断
だ ん

・

次の学習や
暮らしにつなげる

5

▲ p.2-3

▲ p.7

◀︎ p.60-61

◀︎ p.72-73
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5

10

5

10

15

歴史の窓
　モンゴル帝国の出現によって，広大なユーラシアの一体化
が進みました。チンギス=ハンとその子孫は，征

せい
服
ふく
した土地

に道路を整備し，主要な道路に宿
しゅく
駅
えき
を設ける駅

えき
伝
でん
制
せい
をしいて，

通行証を持つ人には馬や食料を支
し
援
えん
しました。こうして大陸

の交通路が整えられると，商人らの移動の安全が確保される
ようになり，各地の情報も早く伝わるようになりました。
　1271年，商人の父とともにイタリアのベネチアを旅立っ
たマルコ=ポーロは，ユーラシア大陸を横断
して元

げん
を訪

おとず
れ，フビライ=ハンに仕えまし

た。その後マルコ=ポーロは，船で東南アジ
ア・インドを経て帰国し，その旅行記『世界
の記述（東方見聞録）』を著

あらわ
しました。そこに

は日本の地理や政治，宗
しゅう
教
きょう
のことも記され，

日本を，大量の金が産出される「黄金の国チ
（ジ）

パング」と紹介しています。

一つになるユーラシア世界

4   フビライの臣下から通交証を受け取るマルコ=ポーロ 
（『東

とう
方
ほう
見
けん
聞
ぶん
録
ろく
』の挿

さし
絵
え
）

モンゴル帝国と元が支配した地域
を確かめよう。

元と，東アジアやヨーロッパ，イ
スラム世界との交流について図に

表して説明しよう。

表現

確認

1 ヨーロッパとアジアを合わせた地域
をユーラシアといいます。

カラコルム

（現在の北京）
鎌倉

京都

大都

ベネチア
ローマ

アンカラ

モスクワ

サライ

コンスタンティノープル

アンティオキア

ダマスクス

カイロ

マスカット

ホルムズ

ゴア

デリー ラサ

蘭州

福州

開封

遼陽

洛陽

広州

スコータイ
アユタヤ

トゥルファン

カリカット

タブリーズ

アレクサンドリア

メッカ
メディナ

バグダッド
エルサレム

神聖
ローマ帝国

日本

高麗元

大越（ベトナム）大越（ベトナム）

ビザンツ帝国
（東ローマ帝国）

マムルーク朝
（イスラム王朝）

コ リョ

げん

だいえつだいえつ

しんせい

ていこく

こうらい

だい と

ペ  キン

かまくら

きょう と

らんしゅう

ふくしゅう

こうしゅう

りょうよう

らくよう

かいほう

モンゴル帝国の最大領域
（服属した地域を含む）
元の領域
モンゴル軍の遠征路
マルコ=ポーロの行路

ふくぞく ふく

えんせい

りょういき

0 2000km

P74-1

1  13世紀ごろの世界と，モンゴル帝
てい

国
こく

の広がり

6   フビライの国
こく

書
しょ

（一部要約）

　大モンゴル国皇
こう
帝
てい
（フビライ）が，日本国

王に書を差し上げる。昔から小国の君主は，
国境を接していれば親交を結ぶようにつと
めてきた。私の先祖は天命を受けて天下を
支配したので，遠い地方からもわが国をお
それて親交を結ぼうとしてくる国が多くあ
る。…高

こう
麗
らい
は，私の東方の属国である。日

本は高麗に近く，以前には中
ちゅう
国
ごく
と通交して

いた。しかし私が皇帝となってからは，使
者を送って親交を結ぼうとしない。そのこ
とをまだよく知らないのではないかと心配
して，こちらから使者を送り，私の志を伝
える。今後は互

たが
いに訪

ほう
問
もん
して親交を結ぶこ

とにしよう。…武力を用いるようなことは，
だれも望むことではないだろう。王にはこ
のことをよく考えてほしい。

「ハン」は，内陸アジアの遊牧民の間で用い
られた君主の称

しょう

号
ごう

に由来するものです。

2  チンギス=ハン（左：1162～1227）と，
3  フビライ=ハン（右：1215～94）

朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

沖で発見された沈
ちん

没
ぼつ

船
せん

に積まれていました。日本は元
に朝

ちょう

貢
こう

はしませんでしたが，民
間での貿易は行われました。

5   元
げん

で作られた 
磁
じ

器
き

（左）と，木
もっ

簡
かん

（右） 
〈韓

かん
国
こく
国立中央博物館蔵

ぞう
〉

広大な地
ち

域
いき

を治めたモンゴル帝国は，
どのような国だったのかな。

中
ちゅう

国
ごく

の北方のモンゴル高原では，羊などの家
か

畜
ちく

を飼い，馬に乗って草原を移動しながら生活す

る遊牧民が暮
く

らしていました。13世紀初めにチンギス=ハンが，

遊牧民の諸
しょ

部族を統一し，モンゴル帝国を築きました。チンギス

とその子孫は，機動力に優
すぐ

れた騎
き

馬
ば

軍団を組織して，東アジアか

ら西アジア，さらに東ヨーロッパまで攻
せ

め入り，ユーラシア大陸

をまたぐ広大な地
ち

域
いき

を支配しました。チンギスは，民族や出身に

かかわらず優
ゆう

秀
しゅう

な人材を活用して，帝国を発
はっ

展
てん

させました。モン

ゴル帝国が支配した地域には，やがていくつかの勢力が成立しま

したが，それらはゆるやかに連合していました。

　中国の北部を治めた５代皇
こう

帝
てい

のフビライ=ハンは，13世紀後

2

1

1

3

モンゴル帝
て い

国
こ く

の
出現

半に都を大
だい

都
と

（現在の北
ペ

京
キン

）に移し，国
こく

号
ごう

を中国風に元
げん

と定めまし

た。1279年，フビライは宋
そう

（南
なん

宋
そう

）をほろぼし，中国を統一しま

した。元は，税の徴
ちょう

収
しゅう

や治安の維
い

持
じ

を重視して統治を行い，支配

した地域の文化や宗
しゅう

教
きょう

を認
みと

める方
ほう

針
しん

をとりました。

　一方で元は，ベトナムなどの東南アジアや，朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

，日本に

も勢力を広げようとしました。13世紀前半から侵
しん

攻
こう

を受けた朝

鮮半島の高
こう

麗
らい

は，都を江
こう

華
か

島
とう

に移し，約30年にわたって抵
てい

抗
こう

し

ましたが，元に服属しました。元は，高麗に続いて日本も従
したが

えよ

うと，日本にもたびたび使者を送り，朝
ちょう

貢
こう

と服属を求めました。

こうして，もともと内陸の遊牧民から始まった

モンゴル帝国は，海にも進出するようになりま

した。また，モンゴル帝国や元の時代には，陸・海の交通路が整

えられました。フビライが，長
ちょう

江
こう

以南の港と，大都を結ぶ海路と

運河を整備すると，大陸の交通路と，南の海の交通路が結びつき，

ユーラシア大陸の東西の貿易や文化交流はいっそう活発になりま

した。大都を訪
おとず

れたヨーロッパやイスラム世界の商人たちは，イ

スラム世界で発達した数学や医学，天文学などを伝えました。一

方で西方には，中国で発達した火薬や羅
ら

針
しん

盤
ばん

などの技術がもたら

されました。

5 6

4

東西交流の進
し ん

展
て ん

コ リョ

チャンチヤン

カン ファ ド
リョコ

p.99

大陸をまたぐモンゴル帝
て い

国
こ く

  ▶13世紀ごろのユーラシアの動き6
モンゴル帝国の出現は，世界にどのような影

えい

響
きょう

を与
あた

えたのでしょうか。学習課題

世紀▶ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｃ

縄文 古墳 平安飛鳥 南北朝 戦国 明
治 昭和大
正奈良 鎌倉 江戸 平成室町弥生

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
動
き
と
武ぶ

家け

政
治
の
変
化

節
2

モ
ン
ゴ
ル
帝て
い

国こ
く

の
拡か
く

大だ
い

は
、

日
本
の
武
家
政
治
に
ど
の
よ
う
な
影え
い

響き
ょ
う

を
与あ
た

え
た
の
だ
ろ
う
。

安土
桃山

6160 学習を始めよう◦第３章　中世の日本と世界

一遍は何をしているでしょうか。
市では何が売られているでしょうか。また，絵の中で右の 1～ 5の職人と関わりの深いものを探

さが

して
みましょう。

中世にはどのような人々が活
かつ

躍
やく

したのか予想してみましょう。

　上の絵は，中
ちゅう

世
せい

に新しい仏
ぶっ

教
きょう

の布教のために旅をした，一
いっ

遍
ぺん

の姿
すがた

を伝える『一
いっ

遍
ぺん

上
しょう

人
にん

絵
え

伝
でん

』の一場面です。
この場面では，一遍が市

いち

を訪
おとず

れています。絵の中には，どのような人物が描
えが

かれているでしょうか。また，
市にいる人たちはどのような様子でしょうか。これから学んでいく中世の人々の様子を見てみましょう。

福
ふく

岡
おか

の市
いち

〈『一
いっ
遍
ぺん
上
しょう
人
にん
絵
え
伝
でん
』清
しょう
浄
じょう
光
こう
寺
じ
（遊

ゆ
行
ぎょう
寺
じ
）蔵
ぞう
〉

Q1

Q2

Q3

一遍

市ではいろいろな物が
売られているね。
品物はどうやって
運ばれたのかな。

一遍の向かいにいる人は
だれだろう。

1

32

54

中世の職人たち
〈『職

しょく
人
にん
尽
づくし
歌
うた
合
あわせ
〔模

も
本
ほん
〕』東

とう
京
きょう
国立博物館蔵〉

学習を始めよう ～中世の暮
く

らしと社会～

歴史_060_061.indd   すべてのページ 2020/03/25   16:04

3 学びを広げる・つなげる・深めるための紙面・内容の工夫

小学校・中学校・高等学校の 
学びのつながりを意識した内容・構成

小学校での人物や文化財中心の学習からスムーズに接続できるように，歴史学習の導入部である
第1章をより親しみやすい内容にしました。また，高校での近現代史中心の「歴史総合」にむけて，
通史学習の充実を図りました。

特色

2

小学校での学習からのスムーズな接続を意識した「歴史すごろく」と「歴史にアプローチ」
「歴史すごろく」(p.2～3) では，小学校での人物や文化財を中心とした学習を振り返りながら，それらを歴史の大き
な流れの中に位置づける活動を設定しました。遊びの要素を取り入れた，生徒が楽しみながら歴史学習を進めてい
くきっかけとなる導入です。

「歴史にアプローチ」(p.7～9)は，小学校での社会科学習の進め方や，そこで活用した社会的な見方・考え方を振り
返り，さらに中学校での歴史学習の進め方や，見方・考え方，資料活用の方法などを見通せる内容です。

生徒が取り組みやすい導入ページ
各章の冒頭には，生徒が資料から学習する時
代をイメージすることができる「扉」ページと

「学習を始めよう」を設けました。生徒が主
体的に資料活用に臨めるよう，資料は大きく
掲載しています。特に通史学習の初めにあた
る古代の導入 (p.17 ～ 19) では，教育出版の
小学校社会科教科書『小学社会 6』に掲載して
いる資料を使用しています。

小学校での学習を想起できるアイコン
小学校での学習で登場した人物には「巻物マーク」
をつけて，生徒が小学校での学習を振り返るきっか
けになるように工夫しました。

『小学社会』と同じキャラクター
教育出版の小学校社会科教科書『小学社会』に登場す
る児童キャラクターが，中学生に成長した姿で登場し，
学びの連続性や親しみを感じることができます。

▶高等学校での歴史学習へ

高校「歴史総合」へのつながりを 
意識した内容構成
高等学校では，近現代の日本と世界の歴史を学ぶ「歴史
総合」が必履修科目となりました。教育出版の『中学社会 
歴史』では，古代から現代までの通史学習の中で，日本
の歴史の大きな流れと，その背景となる世界の歴史を丁
寧に描いています。日本と世界との関係を捉えながら学
び進める歴史学習は，高校での学びにもつながります。

特色 3  − 2  のポイント：学び方／小中連携／中高連携

▲ p.46, 108

1716
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平
へい

治
じ

の乱
らん

〈『平
へい

治
じ

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

』ボストン美術館蔵
ぞう

〉

日本

朝鮮

年代

これから学習する時代

中国

平安時代 鎌倉時代

モンゴル・元 明

室町時代南北朝時代 戦国時代

（北）宋 （南）宋

高麗 朝鮮

1100 1200 1300 1400 1500 1550

金
年

　表

上の絵は，12世紀の中ごろに武
ぶ

士
し

が
上
じょう

皇
こう

の御
ご

所
しょ

を襲
おそ

った場
ば

面
めん

を描
えが

いたものです。
天
てん

皇
のう

や貴
き

族
ぞく

を中心とした政治は，
どのように変わっていったのか，
これから学習していきましょう。

前のページの絵の
優
ゆう

雅
が

な雰
ふん

囲
い

気
き

とは，
様子が違

ちが

うね。

学習に役立つ
さまざまな情報を，
ウェブサイトで
見ることができます。

https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/
ml-jh/rekishi.html#02
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二
〇
〇
〇

時

代

主
な
で
き
ご
と

主
な
で
き
ご
と

西
洋

日
本
の
歩
み

世
界
の
歩
み

文
化
の
動
き

朝
鮮

中
国

歴
史
年
表

原 始

原始 古 代 中 世 近 代近 世 現 代

旧石器
時代 縄 文 時 代 弥 生 時 代

（楽浪郡）・高句麗

三 韓

古 墳 時 代 奈良時代飛 鳥 時 代

古 代 中 世 近 世 現 代近 代

一
〇

七
六

三
六

九
二

九
七

一
〇

四
八

四
九

一
二

四
四

六
八

〇
六 七

一 七
九

二
七

六
〇

〇
七

一
八

八
九

三
九

一
六

二
〇

二
五

〇
八

二
〇
二

二
二
一

七
七
〇

八
〇

四
五

九
四

三
三

三
八

六
七

七
三

〇
三

六
八

一
二

二
六

八
九

平 安 時 代 鎌 倉 時 代 安土・桃山時代 江 戸 時 代 明 治 時 代 大 正 時 代 昭 和 時 代 平 成
戦 国 時 代

室 町 時 代南北朝時代

二
〇
一
七 

国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
る

二
〇
一
〇 

中
東
や
北
ア
フ
リ
カ
の
国
々
で
民
主
化
が
進
む

二
〇
〇
九 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
流
行

二
〇
〇
八 

金
融
危
機
が
世
界
的
に
広
が
る

二
〇
〇
七 

先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言

二
〇
〇
六 

北
朝
鮮
が
核
実
験
を
行
う

二
〇
〇
三 

イ
ラ
ク
戦
争

二
〇
〇
一 

ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

一
九
九
七 

イ
ギ
リ
ス
が
中
国
に
香
港
を
返
還

一
九
九
六 

包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約

一
九
九
三 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
Ｅ
Ｕ
）の
発
足

　〃 

ソ
連
の
解
体

一
九
九
一 

湾
岸
戦
争

一
九
九
〇 

東
西
ド
イ
ツ
の
統
一

一
九
八
九 

マ
ル
タ
会
談（
冷
戦
の
終
結
宣
言
）

一
九
七
五 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結

一
九
七
三 

第
四
次
中
東
戦
争

一
九
七
一 

中
華
人
民
共
和
国
が
国
連
で
の
代
表
権
を
獲
得

一
九
六
七 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
Ｅ
Ｃ
）の
発
足

一
九
六
五 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
激
し
く
な
る

一
九
六
三 

部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約

一
九
六
二 

キ
ュ
ー
バ
危
機

　〃 

ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
発
足

一
九
五
五 
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議

一
九
五
四 
ア
メ
リ
カ
が
ビ
キ
ニ
環
礁
で
水
爆
実
験

一
九
五
〇 
朝
鮮
戦
争（
〜
五
三
）

　〃 

中
華
人
民
共
和
国
の
成
立

一
九
四
九 

北
大
西
洋
条
約
機
構
の
発
足

　〃 

第
一
次
中
東
戦
争

一
九
四
八 

韓
国
・
北
朝
鮮
の
成
立

一
九
四
七 

イ
ン
ド
の
独
立

　〃 

国
際
連
合
の
設
立

　〃 

ド
イ
ツ
の
降
伏
　ポ
ツ
ダ
ム
会
談

一
九
四
五 

ヤ
ル
タ
会
談

一
九
四
三 

イ
タ
リ
ア
の
降
伏

一
九
四
一 

ド
イ
ツ
が
ソ
連
に
侵
攻（
独
ソ
戦
）
　大
西
洋
憲
章

　〃 

第
二
次
世
界
大
戦（
〜
四
五
）

一
九
三
九 

ド
イ
ツ
・
ソ
連
の
不
可
侵
条
約

一
九
三
七 

中
国
国
民
政
府
と
共
産
党
が
統
一
戦
線
結
成

　〃 

ド
イ
ツ
が
国
際
連
盟
を
脱
退
す
る

一
九
三
三 

ヒ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ
党
が
政
権
を
握
る

一
九
三
二 

満
州
国
の
成
立

一
九
三
〇 

ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議

一
九
二
九 

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

一
九
二
八 

パ
リ
不
戦
条
約

一
九
二
七 

南
京
に
国
民
政
府
が
成
立

　〃 

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の
成
立

一
九
二
二 

イ
タ
リ
ア
に
フ
ァ
シ
ス
ト
党
内
閣
成
立

一
九
二
一 

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議（
〜
二
二
）

一
九
二
〇 

国
際
連
盟
の
設
立

　〃 

三
・
一
独
立
運
動
　五
・
四
運
動

一
九
一
九 

ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
　ド
イ
ツ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

一
九
一
七 

ロ
シ
ア
革
命

一
九
一
四 

第
一
次
世
界
大
戦（
〜
一
八
）

一
九
一
二 

中
華
民
国
の
成
立
　清
が
ほ
ろ
ぶ

一
九
一
一 

辛
亥
革
命

一
九
〇
七 

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
の
三
国
協
商

一
九
〇
四 

ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
が
全
線
開
通

一
九
〇
〇 

義
和
団
事
件（
〜
一
九
〇
一
）

一
八
九
四 

甲
午
農
民
戦
争

一
八
八
二 

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
の

 

　三
国
同
盟

一
八
七
七 

イ
ギ
リ
ス
が
イ
ン
ド
を
完
全
に
支
配

一
八
七
五 

江
華
島
事
件

一
八
七
一 

ド
イ
ツ
の
統
一

　〃 

イ
タ
リ
ア
の
統
一

一
八
七
〇 

プ
ロ
イ
セ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
戦
争（
〜
七
一
）

一
八
六
九 

ス
エ
ズ
運
河
の
開
通

一
八
六
七 

『
資
本
論
』（
マ
ル
ク
ス
）

一
八
六
三 

ア
メ
リ
カ
の
奴
隷
解
放
宣
言

　〃 

ロ
シ
ア
の
農
奴
解
放
令

一
八
六
一 

ア
メ
リ
カ
の
南
北
戦
争（
〜
六
五
）

一
八
五
七 

イ
ン
ド
大
反
乱（
〜
五
九
）

一
八
五
六 

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
と
清
の
戦
争

一
八
五
三 

ク
リ
ミ
ア
戦
争（
〜
五
六
）

一
八
五
一 

太
平
天
国
の
運
動（
〜
六
四
）

一
八
四
八 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
革
命

一
八
四
〇 

ア
ヘ
ン
戦
争（
〜
四
二
）

一
八
三
二 

イ
ギ
リ
ス
の
第
一
次
選
挙
法
改
正

一
八
一
四 

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
退
位

一
八
〇
四 

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
な
る

一
七
八
九 

フ
ラ
ン
ス
革
命
　人
権
宣
言

一
七
七
六 

ア
メ
リ
カ
の
独
立
宣
言

一
七
七
五 

ア
メ
リ
カ
の
独
立
戦
争（
〜
八
三
）

一
七
六
五 

ワ
ッ
ト
が
蒸
気
機
関
を
改
良

一
七
六
二 

『
社
会
契
約
論
』（
ル
ソ
ー
）

一
七
四
八 

『
法
の
精
神
』（
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
）

一
六
八
九 

イ
ギ
リ
ス
で『
権
利
の
章
典
』が
出
さ
れ
る

一
六
八
八 

イ
ギ
リ
ス
の
名
誉
革
命

一
六
六
一 

フ
ラ
ン
ス
で
ル
イ
十
四
世
の
絶
対
王
政
が
始
ま
る

一
六
四
四 

明
が
ほ
ろ
ぶ
　清
の
中
国
支
配

一
六
四
二 

イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命（
〜
四
九
）

一
六
二
〇 

イ
ギ
リ
ス
人
の
北
ア
メ
リ
カ
移
住

一
六
一
九 

オ
ラ
ン
ダ
が
ジ
ャ
ワ
に
進
出

一
六
〇
〇 

イ
ギ
リ
ス
が
東
イ
ン
ド
会
社
を
設
立

一
五
八
八 

イ
ギ
リ
ス
が
ス
ペ
イ
ン
の
無
敵
艦
隊
を
破
る

一
五
四
三 

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
地
動
説
を
発
表

一
五
四
一 

カ
ル
バ
ン
が
宗
教
改
革
を
始
め
る

一
五
三
三 

イ
ン
カ
帝
国
が
ほ
ろ
ぶ

一
五
二
六 

ム
ガ
ル
帝
国
が
お
こ
る

一
五
一
九 

マ
ゼ
ラ
ン
の
世
界
一
周（
〜
二
二
）

一
五
一
七 

ル
タ
ー
が
宗
教
改
革
を
始
め
る

一
四
九
八 

バ
ス
コ=

ダ=

ガ
マ
が
イ
ン
ド
に
着
く

一
四
九
二 

コ
ロ
ン
ブ
ス
が
西
イ
ン
ド
諸
島
に
着
く

一
四
五
三 

東
ロ
ー
マ
帝
国
が
ほ
ろ
ぶ

一
三
九
二 

朝
鮮
が
お
こ
る

一
三
六
八 

元
が
ほ
ろ
び
、
明
が
お
こ
る

一
二
九
九 

『
世
界
の
記
述
』（
マ
ル
コ=

ポ
ー
ロ
）

一
二
七
九 

宋（
南
宋
）が
ほ
ろ
ぶ

一
二
七
一 

モ
ン
ゴ
ル
が
国
号
を
元
と
す
る

一
二
〇
六 

チ
ン
ギ
ス=

ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
を
統
一
す
る

一
一
二
七 

宋
が
再
興
す
る（
南
宋
）

一
一
二
六 

宋（
北
宋
）が
ほ
ろ
ぶ

一
〇
九
六 

十
字
軍
の
派
遣
が
始
ま
る（
〜
一
二
七
〇
）

一
〇
三
八 

セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝（
イ
ス
ラ
ム
王
朝
）の
成
立

　九
六
〇 

宋
が
お
こ
る

　九
三
六 

新
羅
が
ほ
ろ
び
、高
麗
が
お
こ
る

　九
〇
七 

唐
が
ほ
ろ
ぶ

　八
七
〇 

フ
ラ
ン
ク
王
国
が
三
つ
に
分
か
れ
る

 

（
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
の
お
こ
り
）

　六
九
八 

中
国
東
北
部
に
渤
海
が
お
こ
る

　六
七
六 

新
羅
が
朝
鮮
半
島
を
統
一
す
る

　六
六
八 

高
句
麗
が
ほ
ろ
ぶ

　六
一
八 

隋
が
ほ
ろ
び
、
唐
が
お
こ
る

　六
一
〇 

ム
ハ
ン
マ
ド
が
イ
ス
ラ
ム
教
を
お
こ
す

　五
八
九 

隋
が
中
国
を
統
一
す
る

　四
八
六 

フ
ラ
ン
ク
王
国
の
成
立

　四
七
六 

西
ロ
ー
マ
帝
国
が
ほ
ろ
ぶ

　三
九
五 

ロ
ー
マ
帝
国
が
東
西
に
分
裂
す
る

　三
八
四 

仏
教
が
百
済
に
伝
わ
る

　三
一
三 

ロ
ー
マ
帝
国
が
キ
リ
ス
ト
教
を
公
認

　
　六
七 

ご
ろ
　仏
教
が
中
国
に
伝
わ
る

　
　
　
　          

　イ
エ
ス
が
キ
リ
ス
ト
教
を
お
こ
す

　
　
　四 

ご
ろ
　イ
エ
ス
が
生
ま
れ
る

　
　二
七 

ロ
ー
マ
帝
国
の
成
立

　二
〇
二 

前
漢
が
中
国
を
統
一
す
る

　二
二
一 

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一
す
る

　六
世
紀
ご
ろ
　孔
子
が
儒
教
の
教
え
を
説
く

　六
世
紀
ご
ろ
　シ
ャ
カ
が
仏
教
を
開
く

　八
世
紀
ご
ろ
　ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
国
家
が
繁
栄
す
る

一
六
〇
〇 

ご
ろ

　殷
が
成
立
す
る

　
　
　
　
　
　中
国
文
明
が
お
こ
る

二
六
〇
〇 

ご
ろ
　イ
ン
ダ
ス
文
明
が
お
こ
る

三
〇
〇
〇 

ご
ろ
　エ
ジ
プ
ト
文
明
が
お
こ
る

三
五
〇
〇 

ご
ろ
　メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
が
お
こ
る

約
七
〇
〇
万
年
前
　最
古
の
人
類
が
現
れ
る

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に

　
　登
録（
一
三
）

教
育
基
本
法
の
改
正（
〇
六
）

日
本
国
際
博
覧
会
が

　
　愛
知
で
開
か
れ
る（
〇
五
）

サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　
　日
韓
共
同
開
催（
〇
二
）

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

　
　長
野
で
開
か
れ
る（
九
八
）

国
際
海
洋
博
覧
会
が
沖
縄
で

　
　開
か
れ
る（
七
五
）

高
松
塚
古
墳
の
調
査（
七
二
）

日
本
万
国
博
覧
会
が
大
阪
で

　
　開
か
れ
る（
七
〇
）

夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

　
　東
京
で
開
か
れ
る（
六
四
）

新
幹
線
の
開
通（
六
四
）

テ
レ
ビ
放
送
の
開
始（
五
三
）

児
童
憲
章
が
で
き
る（
五
一
）

文
化
財
保
護
法
の
制
定（
五
〇
）

湯
川
秀
樹
が
ノ
ー
ベ
ル
賞

　
　を
受
賞（
四
九
）

教
育
基
本
法
の
公
布（
四
七
）

学
童
疎
開
が
始
ま
る（
四
四
）

学
徒
出
陣
が
始
ま
る（
四
三
）

言
論
・
出
版
・
集
会
の
取
り

　
　し
ま
り
が
強
ま
る（
四
一
）

美
濃
部
達
吉
の
天
皇
機
関
説

　
　が
問
題
に
な
る（
三
五
）

『
蟹
工
船
』（
小
林
多
喜
二
）

ラ
ジ
オ
放
送
の
開
始（
二
五
）

『
暗
夜
行
路
』（
志
賀
直
哉
）

吉
野
作
造
の
民
本
主
義（
一
六
）

『
羅
生
門
』（
芥
川
龍
之
介
）

『
青
鞜
』（
平
塚
ら
い
て
う
）

『
一
握
の
砂
』（
石
川
啄
木
）

『
白
樺
』の
創
刊

六
年
制
の
義
務
教
育（
〇
七
）

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』（
夏
目
漱
石
）

『
み
だ
れ
髪
』（
与
謝
野
晶
子
）

志
賀
潔
が
赤
痢
菌
発
見（
九
七
）

『
若
菜
集
』（
島
崎
藤
村
）

『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』（
正
岡
子
規
）

『
に
ご
り
え
』（
樋
口
一
葉
）

『
舞
姫
』（
森
鷗
外
）

四
年
制
の
義
務
教
育（
八
六
）

鹿
鳴
館
が
で
き
る（
八
三
）

国
立
の
大
学
が
で
き
る（
七
七
）

太
陽
暦
の
採
用（
七
三
）

学
制
の
公
布
、
新
橋
・
横
浜

　
　間
に
鉄
道
が
開
通（
七
二
）

『
学
問
の
す
ゝ
め
』（
福
沢
諭
吉
）

郵
便
制
度（
七
一
）

寺
子
屋
・
藩
校

浮
世
絵

　（葛
飾
北
斎
・
歌
川
広
重
）

伊
能
忠
敬
の
日
本
地
図
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　（二
一
）

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』

川
柳
・
狂
歌
　俳
諧

『
古
事
記
伝
』（
本
居
宣
長
）

『
解
体
新
書
』（
杉
田
玄
白
ら
）

国
学
が
お
こ
る

蘭
学
が
お
こ
る

歌
舞
伎

浄
瑠
璃（
近
松
門
左
衛
門
）

『
お
く
の
ほ
そ
道
』（
松
尾
芭
蕉
）

浮
世
草
子（
井
原
西
鶴
）

浮
世
絵（
菱
川
師
宣
）

儒
学（
朱
子
学
・
陽
明
学
）

侘
び
茶

天
守
閣

安
土
城（
七
九
）

キ
リ
ス
ト
教
が
伝
わ
る（
四
九
）

義
政
が
銀
閣
を
建
て
る（
八
九
）

お
伽
草
子

水
墨
画

書
院
造

能
・
狂
言
・
連
歌
が
盛
ん
に

　
　な
る

義
満
が
金
閣
を
建
て
る（
九
七
）

『
徒
然
草
』（
兼
好
法
師
）

時
宗（
一
遍
）

日
蓮
宗〈
法
華
宗
〉（
日
蓮
）

曹
洞
宗（
道
元
）

浄
土
真
宗（
親
鸞
）

『
方
丈
記
』（
鴨
長
明
）

『
平
家
物
語
』

東
大
寺
南
大
門

臨
済
宗（
栄
西
）

浄
土
宗（
法
然
）

新
し
い
仏
教
が
お
こ
る

中
尊
寺
金
色
堂（
二
四
）

平
等
院
鳳
凰
堂（
五
三
）

『
源
氏
物
語
』（
紫
式
部
）

『
枕
草
子
』（
清
少
納
言
）

寝
殿
造

『
土
佐
日
記
』（
紀
貫
之
）

『
古
今
和
歌
集
』

か
な
文
字

真
言
宗（
空
海
）

天
台
宗（
最
澄
）

『
万
葉
集
』

東
大
寺
大
仏
の
開
眼（
五
二
）

『
日
本
書
紀
』（
二
〇
）

『
風
土
記
』

『
古
事
記
』（
一
二
）

法
隆
寺（
〇
七
）

百
済
よ
り
仏
教
が
伝
わ
る

渡
来
人

漢
字
　儒
教
　技
術

大
陸
の
文
化
が
伝
わ
る

埴
輪
　鏡
　玉

古
墳

高
床
倉
庫

銅
鐸
　銅
鏡
　銅
剣

弥
生
土
器

竪
穴
住
居
　貝
塚

縄
文
土
器

石
器
　骨
角
器
　弓
矢

五
〇
〇

五
〇
〇
〇

一
九
〇
〇

一
八
〇
〇

一
七
〇
〇

一
六
〇
〇

一
五
〇
〇

一
四
〇
〇

一
三
〇
〇

一
二
〇
〇

一
一
〇
〇

一
〇
〇
〇

九
〇
〇

八
〇
〇

七
〇
〇

六
〇
〇

五
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

一
〇
〇

紀
元

●狩りや漁の生活 ●稲作・金属器の使用が始まる
●小さな国がつくられる

●大和政権が国内の統一を進める ●蘇我氏などの豪族が争う ●荘園が各地に広まる●荘園ができ始める
●武士が力をもち始める

●藤原氏が全盛となる ●南北朝の内乱が始まる
●守護大名が力をもち始める ●城下町が発達する

●身分や「家」の制度が確立する

●問屋制家内工業が広まる
●重工業中心に産業革命が進む

●不景気が深刻化する ●公害問題が深刻化する
●バブル経済とその崩壊 ●経済不況と雇用

　不安が広がる

●工場制手工業が始まる

●戦国大名の支配が強まる
●農業や商業が発達する

●「世直し」の動きが高まる ●軽工業を中心に産業革命が進む
●百姓一揆・打ちこわしが盛んになる ●自由民権運動が盛んになる ●労働争議や小作争議が盛んになる

●大正デモクラシーの広まり ●戦時体制が強まる ●民主化の改革が進む ●55年体制が築かれる ●55年体制が終わる
●経済が急速に発展する

●藩政改革が行われる ●明治維新の改革が始まる

●常設の市ができる，座が栄える
●新田開発が進められる●倭寇の活動が活発になる ●下剋上の風潮が広まる

●律令国家が成立する

●武士がおこる

●律令政治の立て直しが行われる

◆文明開化 ◆大衆文化◆化政文化◆元禄文化◆桃山文化◆室町文化◆国風文化◆天平文化◆飛鳥文化◆古墳文化◆弥生文化◆縄文文化 ◆鎌倉文化

●農耕・牧畜が始まる
●狩りや漁の生活 ●シルクロードが開かれて東西の交流が始まる ●イスラム世界が栄える●キリスト教がヨーロッパに広まり始める

●商工業が発達し，自治都市ができる●唐の文化が栄える
●ローマ教皇の力が強まる ●国王の力が強まる

●ルネサンスが始まる ●オスマン帝国が栄える
●絶対王政の国家が現れる

●イギリスとフランスが戦争を繰り広げる
●帝国主義の動きが強まる ●アジアの民族運動が高まる ●アフリカ諸国の独立があい次ぐ

●不景気が世界中に広がる
●イエズス会がアジアへの布教を始める ●各地でテロ事件

　があい次ぐ
●冷戦が始まる

●列強の中国分割が激しくなる
●産業革命が始まる

高 句 麗

百 済 ・ 新 羅
新 羅 高 麗 朝 鮮 （日 本 領）

中 華 民 国清明元元（南）宋（北）宋唐南 北 朝後 漢前漢周殷

朝 鮮 民 主 主 義 人 民 共 和 国

（台 湾）

五代
隋

三国 晋秦春秋
戦国 五　胡

十六国
モンゴル

大 韓 民 国
中 華 人 民 共 和 国

韓 国

●定期市が開かれ　　　　　　　　　　　　るようになる

●地域紛争と民族対立が深刻化する

二
〇
一
六 

選
挙
権
年
齢
が
満
十
八
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る

　　〃 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
事
故

二
〇
一
一 

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る

二
〇
〇
九 

政
権
交
代
が
起
こ
る

二
〇
〇
八 

ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
す
る
こ
と
を

 

　求
め
る
決
議

二
〇
〇
四 

自
衛
隊
が
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
る

二
〇
〇
二 

日
朝
首
脳
会
談
　拉
致
問
題

二
〇
〇
一 

中
央
省
庁
が
再
編
さ
れ
る

一
九
九
九 

対
人
地
雷
全
面
禁
止
条
約
批
准

一
九
九
七 

ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
成
立

一
九
九
五 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
る

一
九
九
三 

連
立
内
閣
成
立
　環
境
基
本
法
の
制
定

一
九
九
二 

Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
が
成
立

一
九
七
九 

国
際
人
権
規
約
を
批
准
す
る

一
九
七
八 

日
中
平
和
友
好
条
約
を
結
ぶ

一
九
七
三 

石
油
危
機

　〃 

日
中
共
同
声
明（
中
国
と
の
国
交
正
常
化
）

一
九
七
二 

沖
縄
の
本
土
復
帰

一
九
六
九 

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が
で
き
る

一
九
六
八 

小
笠
原
諸
島
が
日
本
に
復
帰

一
九
六
七 

公
害
対
策
基
本
法
の
制
定

一
九
六
五 

日
韓
基
本
条
約
を
結
ぶ

一
九
六
三 

部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
に
調
印

一
九
六
〇 

日
米
安
全
保
障
条
約
の
改
定

一
九
五
六 

ソ
連
と
の
国
交
回
復
　国
際
連
合
に
加
盟

一
九
五
四 

自
衛
隊
の
発
足

一
九
五
三 

奄
美
群
島
が
日
本
に
復
帰

　〃 

日
米
安
全
保
障
条
約
を
結
ぶ

一
九
五
一 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
を
結
ぶ

一
九
五
〇 

警
察
予
備
隊
が
で
き
る

　〃 

農
地
改
革
が
始
ま
る

　〃 

日
本
国
憲
法
の
公
布

一
九
四
六 

極
東
国
際
軍
事
裁
判（
〜
四
八
）

　〃 

財
閥
解
体
が
始
ま
る
　女
性
参
政
権
の
実
現

　〃 

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
入
れ
て
降
伏
す
る

一
九
四
五 

広
島
・
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る

一
九
四
一 

太
平
洋
戦
争（
〜
四
五
）

一
九
四
〇 

日
独
伊
三
国
同
盟
　大
政
翼
賛
会
の
発
足

一
九
三
八 

国
家
総
動
員
法
の
制
定

一
九
三
七 

日
中
戦
争
　日
独
伊
三
国
防
共
協
定

一
九
三
六 

二
・
二
六
事
件

一
九
三
三 

国
際
連
盟
を
脱
退
す
る

一
九
三
二 

五
・
一
五
事
件

一
九
三
一 

満
州
事
変

一
九
二
五 

治
安
維
持
法
の
制
定
　普
通
選
挙
法
の
成
立

一
九
二
三 

関
東
大
震
災
が
起
こ
る

一
九
二
二 

全
国
水
平
社
の
創
立

一
九
二
〇 

国
際
連
盟
に
加
盟

　〃 

原
敬
の
政
党
内
閣
成
立

一
九
一
八 

米
騒
動
　シ
ベ
リ
ア
出
兵（
〜
二
二
）

一
九
一
五 

中
国
に
二
十
一
か
条
の
要
求
を
出
す

一
九
一
四 

第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦

一
九
一
二 

第
一
次
護
憲
運
動

一
九
一
一 

条
約
改
正
の
完
成（
関
税
自
主
権
の
確
立
）

一
九
一
〇 

大
逆
事
件
　韓
国
を
併
合
す
る

一
九
〇
五 

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約

一
九
〇
四 

日
露
戦
争（
〜
〇
五
）

一
九
〇
二 

日
英
同
盟（
〜
二
三
）

一
八
九
五 

下
関
条
約
　三
国
干
渉

　〃 

日
清
戦
争（
〜
九
五
）

一
八
九
四 

条
約
改
正（
治
外
法
権
の
撤
廃
）

一
八
九
〇 

第
一
回
帝
国
議
会
　教
育
勅
語
の
発
布

一
八
八
九 

大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布

一
八
八
五 

内
閣
制
度
が
発
足
す
る

 

自
由
党（
八
一
）・
立
憲
改
進
党（
八
二
）の
結
成

一
八
七
九 

沖
縄
県
を
設
け
る（
琉
球
処
分
）

一
八
七
七 

西
南
戦
争
が
起
こ
る

一
八
七
六 

日
朝
修
好
条
規
を
結
ぶ

一
八
七
五 

樺
太
・
千
島
交
換
条
約
を
結
ぶ

一
八
七
四 

民
撰
議
院
設
立
の
建
白
書

一
八
七
三 

徴
兵
令
　地
租
改
正

一
八
七
一 

廃
藩
置
県
　解
放
令
　岩
倉
使
節
団
の
派
遣

一
八
六
九 

版
籍
奉
還
　蝦
夷
地
を
北
海
道
と
改
称

一
八
六
八 

戊
辰
戦
争（
〜
六
九
）
　五
箇
条
の
御
誓
文

一
八
六
七 

大
政
奉
還
　王
政
復
古
の
大
号
令

一
八
六
六 

薩
長
同
盟

一
八
六
四 

四
国
連
合
艦
隊
が
下
関
を
占
領

一
八
六
〇 

桜
田
門
外
の
変

　〃 

安
政
の
大
獄

一
八
五
八 

日
米
修
好
通
商
条
約
を
結
ぶ

一
八
五
四 

日
米
和
親
条
約
を
結
ぶ

一
八
五
三 

ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航

一
八
四
一 

水
野
忠
邦
の
天
保
の
改
革（
〜
四
三
）

一
八
三
九 

蛮
社
の
獄
が
起
こ
る

一
八
三
七 

大
塩
平
八
郎
の
乱
が
起
こ
る

一
八
三
三 

天
保
の
飢
饉

一
八
二
五 

幕
府
が
異
国
船
打
払
令
を
出
す

一
八
〇
八 

間
宮
林
蔵
が
樺
太
を
探
検

一
七
九
八 

近
藤
重
蔵
が
北
海
道
東
部
を
探
検

一
七
九
二 

ラ
ク
ス
マ
ン
が
根
室
に
来
航

一
七
八
七 

松
平
定
信
の
寛
政
の
改
革（
〜
九
三
）

一
七
八
二 

天
明
の
飢
饉

一
七
七
二 

田
沼
意
次
が
老
中
と
な
る

一
七
四
二 

公
事
方
御
定
書
が
定
め
ら
れ
る

一
七
三
二 

享
保
の
飢
饉

一
七
一
六 

徳
川
吉
宗
の
享
保
の
改
革（
〜
四
五
）

一
七
〇
九 

新
井
白
石
の
財
政
改
革

一
六
八
〇 

徳
川
綱
吉
が
将
軍
と
な
る

一
六
六
九 

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
が
起
こ
る

一
六
四
一 

オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
長
崎
の
出
島
に
移
す

一
六
三
九 

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
止
す
る

一
六
三
七 

島
原
・
天
草
一
揆
が
起
こ
る（
〜
三
八
）

一
六
三
五 

参
勤
交
代
の
制
度
が
定
め
ら
れ
る

　〃 

武
家
諸
法
度
が
定
め
ら
れ
る

一
六
一
五 

大
阪
夏
の
陣（
豊
臣
氏
が
ほ
ろ
ぶ
）

一
六
一
二 

キ
リ
ス
ト
教
の
禁
令
が
出
さ
れ
る

一
六
〇
三 

徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

一
六
〇
〇 

関
ヶ
原
の
戦
い
が
起
こ
る

一
五
九
二 

秀
吉
が
朝
鮮
に
出
兵（
〜
九
八
）

一
五
九
〇 

豊
臣
秀
吉
が
全
国
を
統
一
す
る

 

太
閤
検
地（
〜
九
八
）
　刀
狩
令（
八
八
）

一
五
八
二 

天
正
遣
欧
使
節
の
派
遣

一
五
七
三 

室
町
幕
府
が
ほ
ろ
ぶ

 

一
五
四
三 

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
鉄
砲
を
伝
え
る

一
四
八
八 

加
賀
の
一
向
一
揆
が
起
こ
る（
〜
一
五
八
〇
）

一
四
八
五 

山
城
の
国
一
揆
が
起
こ
る（
〜
九
三
）

一
四
六
七 

応
仁
の
乱
が
起
こ
る（
〜
七
七
）

一
四
二
九 

琉
球
王
国
の
成
立

一
四
二
八 

最
初
の
土
一
揆
が
起
こ
る

一
四
〇
四 

足
利
義
満
が
明
と
勘
合
貿
易
を
始
め
る

一
三
九
二 

南
朝
と
北
朝
が
合
一
す
る

一
三
七
八 

足
利
義
満
が
幕
府
を
室
町
に
移
す

一
三
三
八 

足
利
尊
氏
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

一
三
三
四 

建
武
の
新
政

一
三
三
三 

鎌
倉
幕
府
が
ほ
ろ
ぶ

一
二
九
七 

幕
府
が
徳
政
令
を
出
す

一
二
八
一 

弘
安
の
役
が
起
こ
る

一
二
七
四 

文
永
の
役
が
起
こ
る

一
二
三
二 

御
成
敗
式
目
が
で
き
る

一
二
二
一 

承
久
の
乱
が
起
こ
る

一
二
一
九 

北
条
氏
が
実
権
を
握
る

一
一
九
二 

源
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

　〃 

源
頼
朝
が
守
護
・
地
頭
を
お
く

一
一
八
五 

平
氏
が
ほ
ろ
ぶ

一
一
六
七 

平
清
盛
が
太
政
大
臣
と
な
る

一
一
五
九 

平
治
の
乱
が
起
こ
る

一
一
五
六 

保
元
の
乱
が
起
こ
る

一
〇
八
六 

白
河
上
皇
が
院
政
を
始
め
る

一
〇
八
三 

後
三
年
合
戦
が
起
こ
る（
〜
八
七
）

一
〇
五
一 

前
九
年
合
戦
が
起
こ
る（
〜
六
二
）

一
〇
一
六 

藤
原
道
長
が
摂
政
と
な
る

　九
三
九 

藤
原
純
友
の
乱
が
起
こ
る（
〜
四
一
）

　九
三
五 

平
将
門
の
乱
が
起
こ
る（
〜
四
〇
）

　八
九
四 

遣
唐
使
が
停
止
さ
れ
る

　八
八
七 

藤
原
基
経
が
初
め
て
関
白
と
な
る

　八
六
六 

藤
原
良
房
が
初
め
て
摂
政
と
な
る

　八
〇
一 

坂
上
田
村
麻
呂
が
蝦
夷
を
平
定
す
る

　七
九
四 

都
を
平
安
京
に
移
す

　七
四
三 

墾
田
永
年
私
財
法
が
出
る

　七
二
七 

渤
海
の
使
い
が
初
め
て
来
る

　七
一
〇 

都
を
平
城
京
に
移
す

　七
〇
一 

大
宝
律
令
が
で
き
る

　六
七
二 

壬
申
の
乱
が
起
こ
る

　六
六
三 

白
村
江
の
戦
い

　六
四
五 

大
化
の
改
新

　六
三
〇 

第
一
回
の
遣
唐
使
を
派
遣
す
る

　六
〇
七 

小
野
妹
子
を
隋
に
派
遣
す
る

　六
〇
四 

十
七
条
の
憲
法
が
で
き
る

　五
九
三 

聖
徳
太
子
が
摂
政
と
な
る

　五
六
二 

伽
耶
諸
国
が
新
羅
に
ほ
ろ
ぼ
さ
れ
る

　五
二
七 

磐
井
の
反
乱
が
起
こ
る

　四
七
八 

倭
王
武
が
中
国（
南
朝
）に
使
い
を
送
る

　
　 

大
和
政
権
が
新
羅
・
高
句
麗
と
戦
う

　二
三
九 

邪
馬
台
国
の
女
王
卑
弥
呼
が
中
国（
魏
）に

 

　
　使
い
を
送
る

　一
〇
七 

倭
国
王
が
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

　
　五
七 

倭
奴
国
王
が
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
り
、

 

　
　印
を
受
け
る

約
一
万
年
前
　日
本
列
島
が
形
成
さ
れ
る

　　　

巻末 2 巻末 3

二
〇
〇
〇

時

代

主
な
で
き
ご
と

主
な
で
き
ご
と

西
洋

日
本
の
歩
み

世
界
の
歩
み

文
化
の
動
き

朝
鮮

中
国

歴
史
年
表

原 始

原始 古 代 中 世 近 代近 世 現 代

旧石器
時代 縄 文 時 代 弥 生 時 代

（楽浪郡）・高句麗

三 韓

古 墳 時 代 奈良時代飛 鳥 時 代

古 代 中 世 近 世 現 代近 代

一
〇

七
六

三
六

九
二

九
七

一
〇

四
八

四
九

一
二

四
四

六
八

〇
六 七

一 七
九

二
七

六
〇

〇
七

一
八

八
九

三
九

一
六

二
〇

二
五

〇
八

二
〇
二

二
二
一

七
七
〇

八
〇

四
五

九
四

三
三

三
八

六
七

七
三

〇
三

六
八

一
二

二
六

八
九

平 安 時 代 鎌 倉 時 代 安土・桃山時代 江 戸 時 代 明 治 時 代 大 正 時 代 昭 和 時 代 平 成
戦 国 時 代

室 町 時 代南北朝時代

二
〇
一
七 

国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
る

二
〇
一
〇 

中
東
や
北
ア
フ
リ
カ
の
国
々
で
民
主
化
が
進
む

二
〇
〇
九 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
流
行

二
〇
〇
八 

金
融
危
機
が
世
界
的
に
広
が
る

二
〇
〇
七 

先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言

二
〇
〇
六 

北
朝
鮮
が
核
実
験
を
行
う

二
〇
〇
三 

イ
ラ
ク
戦
争

二
〇
〇
一 

ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

一
九
九
七 

イ
ギ
リ
ス
が
中
国
に
香
港
を
返
還

一
九
九
六 

包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約

一
九
九
三 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
Ｅ
Ｕ
）の
発
足

　〃 

ソ
連
の
解
体

一
九
九
一 

湾
岸
戦
争

一
九
九
〇 

東
西
ド
イ
ツ
の
統
一

一
九
八
九 

マ
ル
タ
会
談（
冷
戦
の
終
結
宣
言
）

一
九
七
五 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結

一
九
七
三 

第
四
次
中
東
戦
争

一
九
七
一 

中
華
人
民
共
和
国
が
国
連
で
の
代
表
権
を
獲
得

一
九
六
七 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
Ｅ
Ｃ
）の
発
足

一
九
六
五 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
激
し
く
な
る

一
九
六
三 

部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約

一
九
六
二 

キ
ュ
ー
バ
危
機

　〃 

ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
発
足

一
九
五
五 

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議

一
九
五
四 

ア
メ
リ
カ
が
ビ
キ
ニ
環
礁
で
水
爆
実
験

一
九
五
〇 

朝
鮮
戦
争（
〜
五
三
）

　〃 

中
華
人
民
共
和
国
の
成
立

一
九
四
九 

北
大
西
洋
条
約
機
構
の
発
足

　〃 

第
一
次
中
東
戦
争

一
九
四
八 

韓
国
・
北
朝
鮮
の
成
立

一
九
四
七 

イ
ン
ド
の
独
立

　〃 

国
際
連
合
の
設
立

　〃 

ド
イ
ツ
の
降
伏
　ポ
ツ
ダ
ム
会
談

一
九
四
五 

ヤ
ル
タ
会
談

一
九
四
三 

イ
タ
リ
ア
の
降
伏

一
九
四
一 

ド
イ
ツ
が
ソ
連
に
侵
攻（
独
ソ
戦
）
　大
西
洋
憲
章

　〃 

第
二
次
世
界
大
戦（
〜
四
五
）

一
九
三
九 

ド
イ
ツ
・
ソ
連
の
不
可
侵
条
約

一
九
三
七 

中
国
国
民
政
府
と
共
産
党
が
統
一
戦
線
結
成

　〃 

ド
イ
ツ
が
国
際
連
盟
を
脱
退
す
る

一
九
三
三 

ヒ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ
党
が
政
権
を
握
る

一
九
三
二 

満
州
国
の
成
立

一
九
三
〇 

ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議

一
九
二
九 

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

一
九
二
八 

パ
リ
不
戦
条
約

一
九
二
七 

南
京
に
国
民
政
府
が
成
立

　〃 

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の
成
立

一
九
二
二 

イ
タ
リ
ア
に
フ
ァ
シ
ス
ト
党
内
閣
成
立

一
九
二
一 

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議（
〜
二
二
）

一
九
二
〇 

国
際
連
盟
の
設
立

　〃 

三
・
一
独
立
運
動
　五
・
四
運
動

一
九
一
九 

ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
　ド
イ
ツ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

一
九
一
七 

ロ
シ
ア
革
命

一
九
一
四 

第
一
次
世
界
大
戦（
〜
一
八
）

一
九
一
二 

中
華
民
国
の
成
立
　清
が
ほ
ろ
ぶ

一
九
一
一 

辛
亥
革
命

一
九
〇
七 

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
の
三
国
協
商

一
九
〇
四 

ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
が
全
線
開
通

一
九
〇
〇 

義
和
団
事
件（
〜
一
九
〇
一
）

一
八
九
四 

甲
午
農
民
戦
争

一
八
八
二 

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
の

 

　三
国
同
盟

一
八
七
七 

イ
ギ
リ
ス
が
イ
ン
ド
を
完
全
に
支
配

一
八
七
五 

江
華
島
事
件

一
八
七
一 

ド
イ
ツ
の
統
一

　〃 

イ
タ
リ
ア
の
統
一

一
八
七
〇 

プ
ロ
イ
セ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
戦
争（
〜
七
一
）

一
八
六
九 

ス
エ
ズ
運
河
の
開
通

一
八
六
七 

『
資
本
論
』（
マ
ル
ク
ス
）

一
八
六
三 

ア
メ
リ
カ
の
奴
隷
解
放
宣
言

　〃 

ロ
シ
ア
の
農
奴
解
放
令

一
八
六
一 

ア
メ
リ
カ
の
南
北
戦
争（
〜
六
五
）

一
八
五
七 

イ
ン
ド
大
反
乱（
〜
五
九
）

一
八
五
六 

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
と
清
の
戦
争

一
八
五
三 

ク
リ
ミ
ア
戦
争（
〜
五
六
）

一
八
五
一 

太
平
天
国
の
運
動（
〜
六
四
）

一
八
四
八 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
革
命

一
八
四
〇 

ア
ヘ
ン
戦
争（
〜
四
二
）

一
八
三
二 

イ
ギ
リ
ス
の
第
一
次
選
挙
法
改
正

一
八
一
四 

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
退
位

一
八
〇
四 

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
な
る

一
七
八
九 

フ
ラ
ン
ス
革
命
　人
権
宣
言

一
七
七
六 

ア
メ
リ
カ
の
独
立
宣
言

一
七
七
五 

ア
メ
リ
カ
の
独
立
戦
争（
〜
八
三
）

一
七
六
五 

ワ
ッ
ト
が
蒸
気
機
関
を
改
良

一
七
六
二 

『
社
会
契
約
論
』（
ル
ソ
ー
）

一
七
四
八 

『
法
の
精
神
』（
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
）

一
六
八
九 

イ
ギ
リ
ス
で『
権
利
の
章
典
』が
出
さ
れ
る

一
六
八
八 

イ
ギ
リ
ス
の
名
誉
革
命

一
六
六
一 

フ
ラ
ン
ス
で
ル
イ
十
四
世
の
絶
対
王
政
が
始
ま
る

一
六
四
四 

明
が
ほ
ろ
ぶ
　清
の
中
国
支
配

一
六
四
二 

イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命（
〜
四
九
）

一
六
二
〇 

イ
ギ
リ
ス
人
の
北
ア
メ
リ
カ
移
住

一
六
一
九 
オ
ラ
ン
ダ
が
ジ
ャ
ワ
に
進
出

一
六
〇
〇 

イ
ギ
リ
ス
が
東
イ
ン
ド
会
社
を
設
立

一
五
八
八 

イ
ギ
リ
ス
が
ス
ペ
イ
ン
の
無
敵
艦
隊
を
破
る

一
五
四
三 

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
地
動
説
を
発
表

一
五
四
一 

カ
ル
バ
ン
が
宗
教
改
革
を
始
め
る

一
五
三
三 

イ
ン
カ
帝
国
が
ほ
ろ
ぶ

一
五
二
六 

ム
ガ
ル
帝
国
が
お
こ
る

一
五
一
九 

マ
ゼ
ラ
ン
の
世
界
一
周（
〜
二
二
）

一
五
一
七 

ル
タ
ー
が
宗
教
改
革
を
始
め
る

一
四
九
八 

バ
ス
コ=

ダ=

ガ
マ
が
イ
ン
ド
に
着
く

一
四
九
二 

コ
ロ
ン
ブ
ス
が
西
イ
ン
ド
諸
島
に
着
く

一
四
五
三 

東
ロ
ー
マ
帝
国
が
ほ
ろ
ぶ

一
三
九
二 

朝
鮮
が
お
こ
る

一
三
六
八 

元
が
ほ
ろ
び
、
明
が
お
こ
る

一
二
九
九 

『
世
界
の
記
述
』（
マ
ル
コ=

ポ
ー
ロ
）

一
二
七
九 

宋（
南
宋
）が
ほ
ろ
ぶ

一
二
七
一 

モ
ン
ゴ
ル
が
国
号
を
元
と
す
る

一
二
〇
六 

チ
ン
ギ
ス=

ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
を
統
一
す
る

一
一
二
七 

宋
が
再
興
す
る（
南
宋
）

一
一
二
六 

宋（
北
宋
）が
ほ
ろ
ぶ

一
〇
九
六 

十
字
軍
の
派
遣
が
始
ま
る（
〜
一
二
七
〇
）

一
〇
三
八 

セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝（
イ
ス
ラ
ム
王
朝
）の
成
立

　九
六
〇 

宋
が
お
こ
る

　九
三
六 

新
羅
が
ほ
ろ
び
、高
麗
が
お
こ
る

　九
〇
七 

唐
が
ほ
ろ
ぶ

　八
七
〇 

フ
ラ
ン
ク
王
国
が
三
つ
に
分
か
れ
る

 

（
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
の
お
こ
り
）

　六
九
八 

中
国
東
北
部
に
渤
海
が
お
こ
る

　六
七
六 

新
羅
が
朝
鮮
半
島
を
統
一
す
る

　六
六
八 

高
句
麗
が
ほ
ろ
ぶ

　六
一
八 

隋
が
ほ
ろ
び
、
唐
が
お
こ
る

　六
一
〇 

ム
ハ
ン
マ
ド
が
イ
ス
ラ
ム
教
を
お
こ
す

　五
八
九 

隋
が
中
国
を
統
一
す
る

　四
八
六 

フ
ラ
ン
ク
王
国
の
成
立

　四
七
六 

西
ロ
ー
マ
帝
国
が
ほ
ろ
ぶ

　三
九
五 

ロ
ー
マ
帝
国
が
東
西
に
分
裂
す
る

　三
八
四 

仏
教
が
百
済
に
伝
わ
る

　三
一
三 

ロ
ー
マ
帝
国
が
キ
リ
ス
ト
教
を
公
認

　
　六
七 

ご
ろ
　仏
教
が
中
国
に
伝
わ
る

　
　
　
　          

　イ
エ
ス
が
キ
リ
ス
ト
教
を
お
こ
す

　
　
　四 

ご
ろ
　イ
エ
ス
が
生
ま
れ
る

　
　二
七 

ロ
ー
マ
帝
国
の
成
立

　二
〇
二 

前
漢
が
中
国
を
統
一
す
る

　二
二
一 

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一
す
る

　六
世
紀
ご
ろ
　孔
子
が
儒
教
の
教
え
を
説
く

　六
世
紀
ご
ろ
　シ
ャ
カ
が
仏
教
を
開
く

　八
世
紀
ご
ろ
　ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
国
家
が
繁
栄
す
る

一
六
〇
〇 

ご
ろ

　殷
が
成
立
す
る

　
　
　
　
　
　中
国
文
明
が
お
こ
る

二
六
〇
〇 

ご
ろ
　イ
ン
ダ
ス
文
明
が
お
こ
る

三
〇
〇
〇 

ご
ろ
　エ
ジ
プ
ト
文
明
が
お
こ
る

三
五
〇
〇 

ご
ろ
　メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
が
お
こ
る

約
七
〇
〇
万
年
前
　最
古
の
人
類
が
現
れ
る

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に

　
　登
録（
一
三
）

教
育
基
本
法
の
改
正（
〇
六
）

日
本
国
際
博
覧
会
が

　
　愛
知
で
開
か
れ
る（
〇
五
）

サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　
　日
韓
共
同
開
催（
〇
二
）

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

　
　長
野
で
開
か
れ
る（
九
八
）

国
際
海
洋
博
覧
会
が
沖
縄
で

　
　開
か
れ
る（
七
五
）

高
松
塚
古
墳
の
調
査（
七
二
）

日
本
万
国
博
覧
会
が
大
阪
で

　
　開
か
れ
る（
七
〇
）

夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

　
　東
京
で
開
か
れ
る（
六
四
）

新
幹
線
の
開
通（
六
四
）

テ
レ
ビ
放
送
の
開
始（
五
三
）

児
童
憲
章
が
で
き
る（
五
一
）

文
化
財
保
護
法
の
制
定（
五
〇
）

湯
川
秀
樹
が
ノ
ー
ベ
ル
賞

　
　を
受
賞（
四
九
）

教
育
基
本
法
の
公
布（
四
七
）

学
童
疎
開
が
始
ま
る（
四
四
）

学
徒
出
陣
が
始
ま
る（
四
三
）

言
論
・
出
版
・
集
会
の
取
り

　
　し
ま
り
が
強
ま
る（
四
一
）

美
濃
部
達
吉
の
天
皇
機
関
説

　
　が
問
題
に
な
る（
三
五
）

『
蟹
工
船
』（
小
林
多
喜
二
）

ラ
ジ
オ
放
送
の
開
始（
二
五
）

『
暗
夜
行
路
』（
志
賀
直
哉
）

吉
野
作
造
の
民
本
主
義（
一
六
）

『
羅
生
門
』（
芥
川
龍
之
介
）

『
青
鞜
』（
平
塚
ら
い
て
う
）

『
一
握
の
砂
』（
石
川
啄
木
）

『
白
樺
』の
創
刊

六
年
制
の
義
務
教
育（
〇
七
）

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』（
夏
目
漱
石
）

『
み
だ
れ
髪
』（
与
謝
野
晶
子
）

志
賀
潔
が
赤
痢
菌
発
見（
九
七
）

『
若
菜
集
』（
島
崎
藤
村
）

『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』（
正
岡
子
規
）

『
に
ご
り
え
』（
樋
口
一
葉
）

『
舞
姫
』（
森
鷗
外
）

四
年
制
の
義
務
教
育（
八
六
）

鹿
鳴
館
が
で
き
る（
八
三
）

国
立
の
大
学
が
で
き
る（
七
七
）

太
陽
暦
の
採
用（
七
三
）

学
制
の
公
布
、
新
橋
・
横
浜

　
　間
に
鉄
道
が
開
通（
七
二
）

『
学
問
の
す
ゝ
め
』（
福
沢
諭
吉
）

郵
便
制
度（
七
一
）

寺
子
屋
・
藩
校

浮
世
絵

　（葛
飾
北
斎
・
歌
川
広
重
）

伊
能
忠
敬
の
日
本
地
図
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　（二
一
）

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』

川
柳
・
狂
歌
　俳
諧

『
古
事
記
伝
』（
本
居
宣
長
）

『
解
体
新
書
』（
杉
田
玄
白
ら
）

国
学
が
お
こ
る

蘭
学
が
お
こ
る

歌
舞
伎

浄
瑠
璃（
近
松
門
左
衛
門
）

『
お
く
の
ほ
そ
道
』（
松
尾
芭
蕉
）

浮
世
草
子（
井
原
西
鶴
）

浮
世
絵（
菱
川
師
宣
）

儒
学（
朱
子
学
・
陽
明
学
）

侘
び
茶

天
守
閣

安
土
城（
七
九
）

キ
リ
ス
ト
教
が
伝
わ
る（
四
九
）

義
政
が
銀
閣
を
建
て
る（
八
九
）

お
伽
草
子

水
墨
画

書
院
造

能
・
狂
言
・
連
歌
が
盛
ん
に

　
　な
る

義
満
が
金
閣
を
建
て
る（
九
七
）

『
徒
然
草
』（
兼
好
法
師
）

時
宗（
一
遍
）

日
蓮
宗〈
法
華
宗
〉（
日
蓮
）

曹
洞
宗（
道
元
）

浄
土
真
宗（
親
鸞
）

『
方
丈
記
』（
鴨
長
明
）

『
平
家
物
語
』

東
大
寺
南
大
門

臨
済
宗（
栄
西
）

浄
土
宗（
法
然
）

新
し
い
仏
教
が
お
こ
る

中
尊
寺
金
色
堂（
二
四
）

平
等
院
鳳
凰
堂（
五
三
）

『
源
氏
物
語
』（
紫
式
部
）

『
枕
草
子
』（
清
少
納
言
）

寝
殿
造

『
土
佐
日
記
』（
紀
貫
之
）

『
古
今
和
歌
集
』

か
な
文
字

真
言
宗（
空
海
）

天
台
宗（
最
澄
）

『
万
葉
集
』

東
大
寺
大
仏
の
開
眼（
五
二
）

『
日
本
書
紀
』（
二
〇
）

『
風
土
記
』

『
古
事
記
』（
一
二
）

法
隆
寺（
〇
七
）

百
済
よ
り
仏
教
が
伝
わ
る

渡
来
人

漢
字
　儒
教
　技
術

大
陸
の
文
化
が
伝
わ
る

埴
輪
　鏡
　玉

古
墳

高
床
倉
庫

銅
鐸
　銅
鏡
　銅
剣

弥
生
土
器

竪
穴
住
居
　貝
塚

縄
文
土
器

石
器
　骨
角
器
　弓
矢

五
〇
〇

五
〇
〇
〇

一
九
〇
〇

一
八
〇
〇

一
七
〇
〇

一
六
〇
〇

一
五
〇
〇

一
四
〇
〇

一
三
〇
〇

一
二
〇
〇

一
一
〇
〇

一
〇
〇
〇

九
〇
〇

八
〇
〇

七
〇
〇

六
〇
〇

五
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

一
〇
〇

紀
元

●狩りや漁の生活 ●稲作・金属器の使用が始まる
●小さな国がつくられる

●大和政権が国内の統一を進める ●蘇我氏などの豪族が争う ●荘園が各地に広まる●荘園ができ始める
●武士が力をもち始める

●藤原氏が全盛となる ●南北朝の内乱が始まる
●守護大名が力をもち始める ●城下町が発達する

●身分や「家」の制度が確立する

●問屋制家内工業が広まる
●重工業中心に産業革命が進む

●不景気が深刻化する ●公害問題が深刻化する
●バブル経済とその崩壊 ●経済不況と雇用

　不安が広がる

●工場制手工業が始まる

●戦国大名の支配が強まる
●農業や商業が発達する

●「世直し」の動きが高まる ●軽工業を中心に産業革命が進む
●百姓一揆・打ちこわしが盛んになる ●自由民権運動が盛んになる ●労働争議や小作争議が盛んになる

●大正デモクラシーの広まり ●戦時体制が強まる ●民主化の改革が進む ●55年体制が築かれる ●55年体制が終わる
●経済が急速に発展する

●藩政改革が行われる ●明治維新の改革が始まる

●常設の市ができる，座が栄える
●新田開発が進められる●倭寇の活動が活発になる ●下剋上の風潮が広まる

●律令国家が成立する

●武士がおこる

●律令政治の立て直しが行われる

◆文明開化 ◆大衆文化◆化政文化◆元禄文化◆桃山文化◆室町文化◆国風文化◆天平文化◆飛鳥文化◆古墳文化◆弥生文化◆縄文文化 ◆鎌倉文化

●農耕・牧畜が始まる
●狩りや漁の生活 ●シルクロードが開かれて東西の交流が始まる ●イスラム世界が栄える●キリスト教がヨーロッパに広まり始める

●商工業が発達し，自治都市ができる●唐の文化が栄える
●ローマ教皇の力が強まる ●国王の力が強まる

●ルネサンスが始まる ●オスマン帝国が栄える
●絶対王政の国家が現れる

●イギリスとフランスが戦争を繰り広げる
●帝国主義の動きが強まる ●アジアの民族運動が高まる ●アフリカ諸国の独立があい次ぐ

●不景気が世界中に広がる
●イエズス会がアジアへの布教を始める ●各地でテロ事件

　があい次ぐ
●冷戦が始まる

●列強の中国分割が激しくなる
●産業革命が始まる

高 句 麗

百 済 ・ 新 羅
新 羅 高 麗 朝 鮮 （日 本 領）

中 華 民 国清明元元（南）宋（北）宋唐南 北 朝後 漢前漢周殷

朝 鮮 民 主 主 義 人 民 共 和 国

（台 湾）

五代
隋

三国 晋秦春秋
戦国 五　胡

十六国
モンゴル

大 韓 民 国
中 華 人 民 共 和 国

韓 国

●定期市が開かれ　　　　　　　　　　　　るようになる

●地域紛争と民族対立が深刻化する

二
〇
一
六 

選
挙
権
年
齢
が
満
十
八
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る

　　〃 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
事
故

二
〇
一
一 

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る

二
〇
〇
九 

政
権
交
代
が
起
こ
る

二
〇
〇
八 

ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
す
る
こ
と
を

 

　求
め
る
決
議

二
〇
〇
四 

自
衛
隊
が
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
る

二
〇
〇
二 

日
朝
首
脳
会
談
　拉
致
問
題

二
〇
〇
一 

中
央
省
庁
が
再
編
さ
れ
る

一
九
九
九 

対
人
地
雷
全
面
禁
止
条
約
批
准

一
九
九
七 

ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
成
立

一
九
九
五 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
る

一
九
九
三 

連
立
内
閣
成
立
　環
境
基
本
法
の
制
定

一
九
九
二 

Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
が
成
立

一
九
七
九 

国
際
人
権
規
約
を
批
准
す
る

一
九
七
八 

日
中
平
和
友
好
条
約
を
結
ぶ

一
九
七
三 

石
油
危
機

　〃 

日
中
共
同
声
明（
中
国
と
の
国
交
正
常
化
）

一
九
七
二 

沖
縄
の
本
土
復
帰

一
九
六
九 

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が
で
き
る

一
九
六
八 

小
笠
原
諸
島
が
日
本
に
復
帰

一
九
六
七 

公
害
対
策
基
本
法
の
制
定

一
九
六
五 

日
韓
基
本
条
約
を
結
ぶ

一
九
六
三 

部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
に
調
印

一
九
六
〇 

日
米
安
全
保
障
条
約
の
改
定

一
九
五
六 

ソ
連
と
の
国
交
回
復
　国
際
連
合
に
加
盟

一
九
五
四 

自
衛
隊
の
発
足

一
九
五
三 

奄
美
群
島
が
日
本
に
復
帰

　〃 

日
米
安
全
保
障
条
約
を
結
ぶ

一
九
五
一 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
を
結
ぶ

一
九
五
〇 

警
察
予
備
隊
が
で
き
る

　〃 

農
地
改
革
が
始
ま
る

　〃 

日
本
国
憲
法
の
公
布

一
九
四
六 

極
東
国
際
軍
事
裁
判（
〜
四
八
）

　〃 

財
閥
解
体
が
始
ま
る
　女
性
参
政
権
の
実
現

　〃 

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
入
れ
て
降
伏
す
る

一
九
四
五 

広
島
・
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る

一
九
四
一 

太
平
洋
戦
争（
〜
四
五
）

一
九
四
〇 

日
独
伊
三
国
同
盟
　大
政
翼
賛
会
の
発
足

一
九
三
八 

国
家
総
動
員
法
の
制
定

一
九
三
七 

日
中
戦
争
　日
独
伊
三
国
防
共
協
定

一
九
三
六 

二
・
二
六
事
件

一
九
三
三 

国
際
連
盟
を
脱
退
す
る

一
九
三
二 

五
・
一
五
事
件

一
九
三
一 

満
州
事
変

一
九
二
五 

治
安
維
持
法
の
制
定
　普
通
選
挙
法
の
成
立

一
九
二
三 

関
東
大
震
災
が
起
こ
る

一
九
二
二 

全
国
水
平
社
の
創
立

一
九
二
〇 

国
際
連
盟
に
加
盟

　〃 

原
敬
の
政
党
内
閣
成
立

一
九
一
八 

米
騒
動
　シ
ベ
リ
ア
出
兵（
〜
二
二
）

一
九
一
五 

中
国
に
二
十
一
か
条
の
要
求
を
出
す

一
九
一
四 

第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦

一
九
一
二 

第
一
次
護
憲
運
動

一
九
一
一 

条
約
改
正
の
完
成（
関
税
自
主
権
の
確
立
）

一
九
一
〇 

大
逆
事
件
　韓
国
を
併
合
す
る

一
九
〇
五 

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約

一
九
〇
四 

日
露
戦
争（
〜
〇
五
）

一
九
〇
二 

日
英
同
盟（
〜
二
三
）

一
八
九
五 

下
関
条
約
　三
国
干
渉

　〃 

日
清
戦
争（
〜
九
五
）

一
八
九
四 

条
約
改
正（
治
外
法
権
の
撤
廃
）

一
八
九
〇 

第
一
回
帝
国
議
会
　教
育
勅
語
の
発
布

一
八
八
九 

大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布

一
八
八
五 

内
閣
制
度
が
発
足
す
る

 

自
由
党（
八
一
）・
立
憲
改
進
党（
八
二
）の
結
成

一
八
七
九 

沖
縄
県
を
設
け
る（
琉
球
処
分
）

一
八
七
七 

西
南
戦
争
が
起
こ
る

一
八
七
六 

日
朝
修
好
条
規
を
結
ぶ

一
八
七
五 

樺
太
・
千
島
交
換
条
約
を
結
ぶ

一
八
七
四 

民
撰
議
院
設
立
の
建
白
書

一
八
七
三 

徴
兵
令
　地
租
改
正

一
八
七
一 

廃
藩
置
県
　解
放
令
　岩
倉
使
節
団
の
派
遣

一
八
六
九 
版
籍
奉
還
　蝦
夷
地
を
北
海
道
と
改
称

一
八
六
八 
戊
辰
戦
争（
〜
六
九
）
　五
箇
条
の
御
誓
文

一
八
六
七 
大
政
奉
還
　王
政
復
古
の
大
号
令

一
八
六
六 

薩
長
同
盟

一
八
六
四 

四
国
連
合
艦
隊
が
下
関
を
占
領

一
八
六
〇 

桜
田
門
外
の
変

　〃 

安
政
の
大
獄

一
八
五
八 

日
米
修
好
通
商
条
約
を
結
ぶ

一
八
五
四 

日
米
和
親
条
約
を
結
ぶ

一
八
五
三 

ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航

一
八
四
一 

水
野
忠
邦
の
天
保
の
改
革（
〜
四
三
）

一
八
三
九 

蛮
社
の
獄
が
起
こ
る

一
八
三
七 

大
塩
平
八
郎
の
乱
が
起
こ
る

一
八
三
三 

天
保
の
飢
饉

一
八
二
五 

幕
府
が
異
国
船
打
払
令
を
出
す

一
八
〇
八 

間
宮
林
蔵
が
樺
太
を
探
検

一
七
九
八 

近
藤
重
蔵
が
北
海
道
東
部
を
探
検

一
七
九
二 

ラ
ク
ス
マ
ン
が
根
室
に
来
航

一
七
八
七 

松
平
定
信
の
寛
政
の
改
革（
〜
九
三
）

一
七
八
二 

天
明
の
飢
饉

一
七
七
二 

田
沼
意
次
が
老
中
と
な
る

一
七
四
二 

公
事
方
御
定
書
が
定
め
ら
れ
る

一
七
三
二 

享
保
の
飢
饉

一
七
一
六 

徳
川
吉
宗
の
享
保
の
改
革（
〜
四
五
）

一
七
〇
九 

新
井
白
石
の
財
政
改
革

一
六
八
〇 

徳
川
綱
吉
が
将
軍
と
な
る

一
六
六
九 

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
が
起
こ
る

一
六
四
一 

オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
長
崎
の
出
島
に
移
す

一
六
三
九 

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
止
す
る

一
六
三
七 

島
原
・
天
草
一
揆
が
起
こ
る（
〜
三
八
）

一
六
三
五 

参
勤
交
代
の
制
度
が
定
め
ら
れ
る

　〃 

武
家
諸
法
度
が
定
め
ら
れ
る

一
六
一
五 

大
阪
夏
の
陣（
豊
臣
氏
が
ほ
ろ
ぶ
）

一
六
一
二 

キ
リ
ス
ト
教
の
禁
令
が
出
さ
れ
る

一
六
〇
三 

徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

一
六
〇
〇 

関
ヶ
原
の
戦
い
が
起
こ
る

一
五
九
二 

秀
吉
が
朝
鮮
に
出
兵（
〜
九
八
）

一
五
九
〇 

豊
臣
秀
吉
が
全
国
を
統
一
す
る

 

太
閤
検
地（
〜
九
八
）
　刀
狩
令（
八
八
）

一
五
八
二 

天
正
遣
欧
使
節
の
派
遣

一
五
七
三 

室
町
幕
府
が
ほ
ろ
ぶ

 

一
五
四
三 

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
鉄
砲
を
伝
え
る

一
四
八
八 

加
賀
の
一
向
一
揆
が
起
こ
る（
〜
一
五
八
〇
）

一
四
八
五 

山
城
の
国
一
揆
が
起
こ
る（
〜
九
三
）

一
四
六
七 

応
仁
の
乱
が
起
こ
る（
〜
七
七
）

一
四
二
九 

琉
球
王
国
の
成
立

一
四
二
八 

最
初
の
土
一
揆
が
起
こ
る

一
四
〇
四 

足
利
義
満
が
明
と
勘
合
貿
易
を
始
め
る

一
三
九
二 

南
朝
と
北
朝
が
合
一
す
る

一
三
七
八 

足
利
義
満
が
幕
府
を
室
町
に
移
す

一
三
三
八 

足
利
尊
氏
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

一
三
三
四 

建
武
の
新
政

一
三
三
三 

鎌
倉
幕
府
が
ほ
ろ
ぶ

一
二
九
七 

幕
府
が
徳
政
令
を
出
す

一
二
八
一 

弘
安
の
役
が
起
こ
る

一
二
七
四 

文
永
の
役
が
起
こ
る

一
二
三
二 

御
成
敗
式
目
が
で
き
る

一
二
二
一 

承
久
の
乱
が
起
こ
る

一
二
一
九 

北
条
氏
が
実
権
を
握
る

一
一
九
二 

源
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

　〃 

源
頼
朝
が
守
護
・
地
頭
を
お
く

一
一
八
五 

平
氏
が
ほ
ろ
ぶ

一
一
六
七 

平
清
盛
が
太
政
大
臣
と
な
る

一
一
五
九 

平
治
の
乱
が
起
こ
る

一
一
五
六 

保
元
の
乱
が
起
こ
る

一
〇
八
六 

白
河
上
皇
が
院
政
を
始
め
る

一
〇
八
三 

後
三
年
合
戦
が
起
こ
る（
〜
八
七
）

一
〇
五
一 

前
九
年
合
戦
が
起
こ
る（
〜
六
二
）

一
〇
一
六 

藤
原
道
長
が
摂
政
と
な
る

　九
三
九 

藤
原
純
友
の
乱
が
起
こ
る（
〜
四
一
）

　九
三
五 

平
将
門
の
乱
が
起
こ
る（
〜
四
〇
）

　八
九
四 

遣
唐
使
が
停
止
さ
れ
る

　八
八
七 

藤
原
基
経
が
初
め
て
関
白
と
な
る

　八
六
六 

藤
原
良
房
が
初
め
て
摂
政
と
な
る

　八
〇
一 

坂
上
田
村
麻
呂
が
蝦
夷
を
平
定
す
る

　七
九
四 

都
を
平
安
京
に
移
す

　七
四
三 

墾
田
永
年
私
財
法
が
出
る

　七
二
七 

渤
海
の
使
い
が
初
め
て
来
る

　七
一
〇 

都
を
平
城
京
に
移
す

　七
〇
一 

大
宝
律
令
が
で
き
る

　六
七
二 

壬
申
の
乱
が
起
こ
る

　六
六
三 

白
村
江
の
戦
い

　六
四
五 

大
化
の
改
新

　六
三
〇 

第
一
回
の
遣
唐
使
を
派
遣
す
る

　六
〇
七 

小
野
妹
子
を
隋
に
派
遣
す
る

　六
〇
四 

十
七
条
の
憲
法
が
で
き
る

　五
九
三 

聖
徳
太
子
が
摂
政
と
な
る

　五
六
二 

伽
耶
諸
国
が
新
羅
に
ほ
ろ
ぼ
さ
れ
る

　五
二
七 

磐
井
の
反
乱
が
起
こ
る

　四
七
八 

倭
王
武
が
中
国（
南
朝
）に
使
い
を
送
る

　
　 

大
和
政
権
が
新
羅
・
高
句
麗
と
戦
う

　二
三
九 

邪
馬
台
国
の
女
王
卑
弥
呼
が
中
国（
魏
）に

 

　
　使
い
を
送
る

　一
〇
七 

倭
国
王
が
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

　
　五
七 

倭
奴
国
王
が
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
り
、

 

　
　印
を
受
け
る

約
一
万
年
前
　日
本
列
島
が
形
成
さ
れ
る

　　　

巻末 2 巻末 3

3 学びを広げる・つなげる・深めるための紙面・内容の工夫

自ら学ぶ力を支える紙面・内容の工夫
　　　　　協働的な学習や自学自習をする際に活用しやすいよう，学び方や調査の進め方を解説
するページ，資料ページを充実させました。また，ユニバーサルデザインを取り入れ，すべての
生徒が学びやすい教科書を目ざしました。

特色

3

特色 3  − 3  のポイント：学びに向かう力／インターネットの活用／ユニバーサルデザイン
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２節　身近な地域の歴史

5

1  高
こう

層
そう

ビルN
ネ ク ス ト

EXT21から見た新
にい

潟
がた

の街と信
しな

濃
の

川

2  新潟市歴史博物館

【調査全体の見通しを立てよう】
地
ち

域
い き

調査の手引き 1

◦�地域の発
はっ
展
てん
につくした人物，武

ぶ
士
し
，政治家，文化人など�

・どの時代に活
かつ
躍
やく
した人物か�

・どのようなことを行った
のか�

・どのような歴史上のでき
ごとと関わりがあるか

◦�街
かい
道
どう
，港，橋，町

まち
並
な
み，地名，駅やバス停の名

前など�

・いつごろ造られたものか
　・どのような由来がある

のか

◦�古
こ
墳
ふん
，城あと，寺・神社，石

せき
碑
ひ
，建物など�

・いつごろ造られたものか
　・だれが造ったのか

◦�祭り，正月などの年中行
事，郷

きょう
土
ど
料理など�

・いつごろ始まったものか
　・どのような由来がある

のか

◦�地域で起こったできごと
，民
みん
謡
よう
，神
しん
話
わ
・伝説など�

・いつごろのできごとか　
・どのようなできごとか�

・地域にどのような影
えい
響
きょう
があったのか

小学校で学んだ人物や，地域に関わりのある人物

地域の風景や地名

地域の産物

地域の遺
い

跡
せ き

や文化財

地域の行事や風習

歴史的なできごとや，地域に伝わる昔話

4   楠
くす

本
もと

正
まさ

隆
たか

 
(近代の�

政治家)

5   赤
あか

塚
つか

不
ふ

二
じ

夫
お

 
(現代の�

漫
まん
画
が
家
か
)

7   ラムサール条約に登録されている佐
さ

潟
かた

新潟には「潟
かた

」とよばれる海岸の湖が多
くあります。

6   幕
ばく

末
まつ

に建てられた旧新潟税
ぜい

関
かん

庁
ちょう

舎
しゃ

8   港の安全を祈
いの

る新潟まつりの水上みこし渡
と

御
ぎょ

9   米
べい

菓
か

「柿
かき

の種」(左)と，笹
ささ

団子(右)

◦�伝統的な工芸品，特産品
，土

み や げ
産など�

・いつから作られているの
か�

・地域の風土とどのように
関わっているのか長野県

栃木県
群馬県

福島県

山
形
県

富
山
県

新潟県

新潟市

なが の

とち ぎ

ぐん ま

ふくしま

や
ま
が
た

と
や
ま

と
や
ま

にいがた

にいがた

0 40km

P10-3

　歴史は，教科書や本の
中だけでなく，私たちの

身のまわりにもあるもの
で

す。出かけたときに見か
けた建物や町

まち

並
な

み，街
かい

道
どう

，小学生のときに参加し
た

祭りや行事なども地
ち

域
いき

の歴史を知るきっかけの
一つです。次のページの

例も

参考にして，身近な地域
にどのような歴史がある

のか探
さぐ

ってみましょう。班
はん

で話し合うと，自分だけ
では気づけなかったこと

も発見できるかもしれま
せ

ん。意見を出し合ったら
，興味や疑

ぎ

問
もん

をもったもの・ことの中
からテーマを

決めて，地域調査を始め
ましょう。

地域にはどのよ

うな歴史がある

か，班
はん

で意見を

出し合いましょ

う。

教科書や図書館

の本，インター

ネットなどを使

って，まずは学

校内で情報を集

めましょう。

情報を集めるな

かで発見したこ

とや，疑
ぎ
問
もん

に思

ったことを班で

話し合い，調査

の課題を決めま

しょう。

調査計画書を作

って，見学の予

定や現地で調べ

ることを明確に

してから，見学

やインタビュー

に取り組みまし

ょう。

調査の記録や集

めた資料を整理

して，そこから

どのようなこと

がいえるか，班

で話し合いまし

ょう。

調査の結果を文

章，地図やグラ

フ，表やイラス

トなどに表現し

て，レポートを

作りましょう。

発表会を開いて，

調べたことを発

表しましょう。

ほかの班と意見

交
こう

換
かん

をして，調

査を振り返りま

しょう。

① テーマを 
決める

② 情報を 
集める

③ 調査の課題 
を決める

④ 地域調査を 
実
じっ

施
し

する
⑤ 整理して 

考察する
⑥ 結果を 

まとめる
⑦ 発表して 

振
ふ

り返る
本などで調べるほかに，

家族や先生，地域の方に

聞き取りを行う

方法もあります。

身近な地
ち

域
い き

の歴史を調べよう
2
身近な地域の歴史を調べる

学習の方法について学びま
しょう。(ここでは新

にい
潟
がた
県新潟市を例に進めます。

)

テーマを決めよう  ▶地域にはどんな歴史があるかな

1

3   新潟市の位置
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1  図書館で情報を集める

【インターネットを活用しよう】

【意見を共有して，アイデアをまとめよう】

【学校図書館を活用しよう】

地域調査の手引き

地域調査の手引き

地
ち

域
い き

調査の手引き

3

4

2

◆インターネットの検
けん

索
さく
：

　検索キーワードを入力すると，さまざまなウェブサイトが表示され，多
くの情報を得ることができます。地方公共団体や博物館などのウェブサイ
トは，地域の歴史を調べるうえで役に立ちます。個人が作成したウェブサ
イトにもたくさんの情報が掲

けい
載
さい
されていますが，個人的な意見が書かれて

いることもあるため注意して確認しましょう。
◆利用するときの注意点：
①情報が誤

あやま
っていたり，古かったりしないか確

かく
認
にん
するようにしましょう。

◆調査に役立つ図書：
　百科事典や歴史事典は，歴史上のできごとなどの
概
がい
要
よう
をつかむ際に役に立ちます。人名事典や地名事

典は，人物の経歴や地名の由来などを調べる際に役
に立ちます。
◆図書の分類：
　図書館では，日本十進分類法（NDC）によって，本
が数字で区分されて並

なら
べられています。歴史は「２」

で始まる番号に区分され，さらに分野や対象ごとに
細かく分類されています。たとえば，新

にい
潟
がた
県の歴史

について書かれた本は，区分上「214. １」という番
号で表されます。図書館の本の背

せ
などに貼

は
られてい

るラベルには，この分類番号が示されています。

事実と個人の意見を区別して，情報を正しく選
せん
択
たく
しましょう。

②ウェブサイトにも著
ちょ
作
さく
権
けん
があります。勝手に丸写しをするなどして，著作者の権利を侵

しん
害
がい
しないようにしましょう。

3  インターネットで検
けん

索
さく

する

5  意見の整理(イメージ)

2  日本十進分類法（NDC）

4  班
はん

で意見を出し合う

◆意見を出し合って共有する：
　班

はん
で学習を進めていくときには，それぞれ意見を出し合って，みんなで共有し，班としてのアイデアにまとめていくことが大切です。

　それにはいくつもの方法がありますが，ここでは一つの例として，ブレインストーミングとよばれる方法を紹
しょう
介
かい
します。

◦ブレインストーミング
　課題について，一定の時間内に，班で自由に意見を出し合います。その際，次の基本ルールを守るようにします。
１．批

ひ
判
はん

をしない
　みんなが自由に意見を出せるように，どのような意見も絶対に批判しない。よい意見をほめたり支持したりするのはかまいません。
２．自由奔

ほん
放
ぽう

に意見を出す
　班のみんながたくさんの意見を出すことが目的です。制限せず，実行できないような意見も，まずは発言します。
３．質よりも量を重

じゅう
視
し

する
　意見の量を増やすことで，後でアイデアが発

はっ
展
てん
して質が高まっていきます。まずはたくさんの意見を出すことを重視します。

４．アイデアを発展させる
　ほかの人の意見を参考にしたり，自分の意見と組み合わせたりしてもよいです。
◆意見を整理して，アイデアをまとめる：
　次に，ブレインストーミングで
出し合った意見を整理して，班の
アイデアをまとめます。その際に
は，出された意見を一つずつふせ
んなどに書き出して，共通点のあ
るものどうしを近くに置き，見出
しをつけてまとまりを作ったり，
そのまとまりどうしの関係を矢印
で結んだりすると，アイデアがま
とまりやすくなります。
　一つのテーマに対して，さまざ
まな見方・考え方で整理すること
ができ，それを班で共有すること
ができる方法の一つです。

　テーマが決まったら，まずは学校内でそのテーマについて調

べます。学校図書館で地
ち

域
いき

の歴史についての本や，テーマに関

係する本を探
さが

しましょう。コンピュータ室でインターネットを

活用して検
けん

索
さく

したりすることも有効です。テーマを決めたとき

の単
たん

純
じゅん

な疑
ぎ

問
もん

を調べていくうちに，「なぜ？」と新しい問いが

生まれてくるはずです。情報を集めて，問いを深めていくと，

地域調査で追究したい課題が明らかになっていきます。

　本を探すときや，インターネットで検索するときには，次の

「地域調査の手引き」も参考にしましょう。

　調べたいテーマについての情報を集めたら，その情報を班
はん

で

共有し，具体的な調査の課題を決めましょう。ふせんに書き出

すなどして，それぞれの意見を見られるようにし，みんなで情

報を確
かく

認
にん

したり分類したりすることが有効です。情報を整理し

ていくことで，テーマについて具体的な課題を決めることがで

きます。課題を設定したら，そのことについていくつかの仮
か

説
せつ

（予想）を立てましょう。仮説を立てたら，いよいよフィールド

ワーク（野外調査）の始まりです。

情報を集めよう  ▶どうやって調べたらよいかな2 具体的な調査の課題を決めよう  ▶集めた情報からどんな課題が見つかるかな3

0 総記

1 哲
てつ

学
がく

2 歴史

3 社会科学

4 自然科学

5 技術

6 農業

7 芸術

8 言語

9 文学

0 歴史学など

1 日本史

2 アジア史，東洋史

3 ヨーロッパ史，西洋史

4 アフリカ史

5 北アメリカ史

6 南アメリカ史

7 オセアニア史，両極地方史

8 伝記

9 地理，地誌，紀行

0 通史など

1 北
ほっ

海
かい

道
どう

地方

2 東
とう

北
ほく

地方

3 関
かん

東
とう

地方

4 北
ほく

陸
りく

地方

5 中
ちゅう

部
ぶ

地方

6 近
きん

畿
き

地方

7 中
ちゅう

国
ごく

地方

8 四
し

国
こく

地方

9 九
きゅう

州
しゅう

地方

1 新
にい

潟
がた

県

2 富
と

山
やま

県

3 石
いし

川
かわ

県

4 福
ふく

井
い

県

身近な地域を調べる学習の進め方を示したページ   p.10-16 

歴史学習の進め方を振り返って確認できるページを充実させ，生徒の自ら学びに向かう力を支援できるような教科
書を目ざしました。ほかに「教科書の使い方」(p.Ⅱ)，「時代の分け方・年表の見方」(p.4～5)，「歴史の見方・考え
方と学習の進め方」(p.7～9)などのページを設けています。

内容の確認や自学自習で活用できる資料ページ   巻末2・3 

歴史の大きな流れを見開きで一覧することができる「歴史年表」（巻末２・３）では，できごとの起こった時期を確認
するとともに，現代との時間的な距離感を捉えやすいように工夫しています。また，現在の県境とは異なる時代の日
本の地域区分や，産業・交通を確認できる「昔の国と，都道府県の対象図」「江戸時代の産業と交通」（巻末１）を設
けています。

インターネットを活用して学びを広げることができる「まなびリンク」    p.59 

各章の「扉」ページに，「まなびリンク」を設けました。弊社の専用ウェブサイトから，学習に役立つさまざまな情報
にアクセスすることができます。現在は，各章の学習の中で，調べ学習を広げたり深めたりすることができる外部
ウェブサイトへのリンクを掲載しています。

※無料で利用できますが，通信料がかかります。また，端末の操作やインターネットの利用のルール，情報リテラシーについては適宜ご指導ください。

特別支援やユニバーサルデザインの視点を
大切にした教科書づくり
教育のユニバーサルデザインの実現にむけ，埼玉大学
の名

な
越
ごし

斉
なお

子
こ

先生に社会科全体を監修していただきまし
た。より多くの生徒が学びやすいように，レイアウト
や配色，書体などの表現を工夫しています。

図やグラフなど，教科書中の表現には，
色覚の個人差を問わず，より多くの人に
見やすいカラーユニバーサルデザイン
を取り入れています。

本文や注など，教科書中の文章には，見
やすく読みまちがえにくいユニバーサ
ルデザインフォントを使用しています。

例えば，強調される場所がわかりやすい配色の工夫。

例えば，吹き出し中の読みやすい改行の工夫。

good
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